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令和 7 年度　市有財産（特許権）一般競争入札売払リスト 

 

※この売払リストは予告なく中止または変更される場合がありますのでご容赦ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

特許名称 特許番号 登録日 最低売却価格 (円)

 

リンゴ用並列一括 

スライサー
特許第5095001号 平成24年9月28日 １，３１８，５６８円



特　許　権　説　明　書 

 

２

 
特許名称 リンゴ用並列一括スライサー

 
特許番号 特許第 5095001 号

 
出願日 平成 23 年 8 月 13 日

 
登録日 平成 24 年 9 月 28 日

 
現在の特許料の満了日 令和 7 年 9 月 28 日（第 13 年分の特許料を納付済）

 

特許権の存続期間 

（権利満了日）

特許出願日から 20 年まで 

（権利満了日：令和 13 年 8 月 13 日） 

※令和 12 年 9 月 28 日まで毎年特許料の納付をした場合

 

特許権の概要

りんごの消費拡大を目的として、「スターカット」と

呼ばれる水平にカットするスライサーを地元のものづ

くりの職人である三國刃物製作所の三國博英氏に開発

いただき、特許を取得したものです。 

果物の中でも硬度が高いりんごを、一度に水平にス

ライスする特許技術であり、カッター部の駆動に、空

気圧や油圧、電磁力等の手段を用いることが可能です。

また、スライサー部分は、刃の枚数を複数枚としてお

り、商品イメージに合わせて刃の枚数を設定すること

ができます。 

詳細については、別添の特許公報を確認してくださ

い。

 

試作品のイメージ動画

に 

ついて

弘前市プロモーションサイト「いいかも！弘前」で

は、特許権を活用した試作品イメージ動画を掲載して

いますので、参考として御覧ください。 

https://www.youtube.com/watch?v=-u2POSuqrbU 

 

なお、この試作品については、売払いの対象外としま

す。

https://www.youtube.com/watch?v=-u2POSuqrbU
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申し込みから特許権移転まで 

 

　一般競争入札とは、1 つの入札物件に不特定多数の購入希望者を募ったうえで入札

を行い、最高価格の札を入れた方を売払いの相手とする方法です。 

　この案内書は一般競争入札について記載しており、申し込みから登記完了までの

流れは以下のとおりです。 

 

１　特許権の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

特許権説明書をよく読んで、特許の内容を確認しておく。 

２　入札参加申込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

申込書を記入し、添付書類とともに提出する。 

提出先：弘前市役所 前川本館 3 階 A-303 番 りんご課窓口 

３　入札保証金の納入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

納入期限日までに、入札額の 100 分の 5 以上の額の金額を納入する。 

４　入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　 

　指定の入札書により入札する。 

５　落札者の決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　入札後、直ちに開札し落札者を決定。 

６　契約保証金の納入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

落札者は契約前までに契約額の 100 分の 10 以上の金額を納入する。 

７　売買仮契約と本契約の締結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

仮契約締結期限までに仮契約を締結し、議会の議決後、本契約を締結する。 

８　売買代金の納入と特許権移転　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

売買代金を本契約締結日から 30 日以内に納入する。 

９　特許庁への特許権移転手続き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

特許庁へ特許権移転手続きを申請し、移転手続き費用を支払う（落札者負

担）。売買代金を完納し、かつ特許庁への特許権の移転手続きが完了したとき

に、特許権が移転したものとする。 

10　第 14 年分の特許料の支払い　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 

特許料第 14 年分は、市が特許庁へ完納し、かつ特許権が移転した後、買受

人の負担額として、特許権の移転日から令和 8 年 9 月 28 日までの日割計算で

算出した額を請求し、買受人が負担額を市へ納入する。 
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入札参加申し込み 

 

１　申し込み資格 

　　一般競争入札の申し込みに参加できる者は、個人及び法人（公共団体を含む）

とします。ただし、次に掲げるものは入札に参加することはできません。 

　（1）地方自治法施行令第 167 条の 4 第 1 項、当該入札に係る契約を締結する能

力を有しない者（被後見人、被保佐人、被補助人）及び破産者で復権を得

ない者。 

　（2）地方自治法第 238 条の 3 第 1 項、公有財産の管理処分に関係する事務に従

事する職員（家族名義により参加する者も含む）。 

　（3）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第 2 条第 1 項に規定す

る風俗関連営業その他これに類する業及び暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律第 2 条第 2 号に規定する者及びその団体。 

（4）弘前市契約規則第 2 条、市の契約で不正な行為をした者。 

 

２　特許権の内容確認 

　特許権説明書をご覧の上、必ず別添の特許公報をご確認ください。 

 

３　申し込みに必要な書類 

　　申込書（記入例参照）に、次の書類を添えてご提出ください。提出書類に不備

がある場合は受付できませんのでご注意ください。なお、提出された書類はお返

しいたしません。 

 

○「個人が申し込む場合」 

①住民票　　　　1 通 

②印鑑証明書　　1 通 

 

 

○「法人が申し込む場合」 

①登記事項証明書　1 通（履歴事項証明書または現在事項証明書） 

②印鑑証明書　　　1 通 

 

※添付書類は、提出日より 3 か月以内に発行されたものとします。 

 

４　申し込み方法 

　　提出書類をりんご課まで持参するか郵送により申し込んでください。 

 

５　申し込み受付期間 

　　　受付年月日　　令和 5 年 4 月 7 日（月）～4 月 30 日（水） 

　　　　　　　　　　　土曜、日曜、祝日を除く 

　　　　　　　　　　※　郵送の場合は、受付最終日必着とする 

　　　受付時間　　　午前 9 時から午後 4 時まで 
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６　申し込み先 

　　　弘前市 農林部りんご課 企画推進係（市役所 前川本館３階 窓口 A-303 番） 

　　　〒036-8551　　弘前市大字上白銀町１番地１ 

　　　電話番号　0172-40-0482 

 

 

入札保証金の納入 

 

１　入札保証金 

入札する（入札書に記載する）金額の 100 分の 5 以上の金額の入札保証金を納

入していただきます。 

納入方法は下記のいずれかで、入札参加申込書に記載した方法となります。 

(1) 市発行の納入通知書で、市指定金融機関へ納入（手数料無料） 

（納入通知書は申込み後に申請者へ郵送します） 

(2) 市指定口座へ口座振込（振込手数料は申請者負担となります） 

 

入札保証金が入札額の 100 分の 5 に満たない入札は無効です。 

 

２　入札保証金の納期限 

　　　令和 7 年 5 月 8 日（木) 

 

３　開札後の入札保証金 

落札されなかった方の入札保証金は、入札終了後に返還します。返還は入札参加

申込書に記載の口座に振り込みします。振込には、約 2 週間程度かかります。 
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入　　札 

 

１　入札日時及び会場 

① 入札日時　令和 7 年 5 月 15 日（木）　午後 2 時 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

② 入札会場 

弘前市役所 本庁舎　前川本館 2 階　入札室 

※会場の都合上、入場人数は申込みにつき 2 名までとします。 

 

２　入札当日に必要なもの 

① 入札書（記名押印のあるもの) 

② 委任状（代理人が入札する場合） 

③ 印鑑　（入札書に押印した印鑑） 

 

３　入札 

① 入札は所定の入札書をご使用いただきます。 

② 入札書に必要な事項を記入、押印のうえ、入札します。 

 

４　無効となる入札 

次の入札は無効となりますのでご注意ください。 

①入札保証金が入札額の 100 分の 5 に満たない入札 

②入札書に入札者(代理人)の記名押印がなされていない入札 

③金額を訂正した入札 

④鉛筆やシャープペンシル、消せるペン等の容易に訂正できる筆記用具で記入

した入札 

⑤入札者（代理人）が 2 通以上の入札をしたときはその全部の入札 

⑥入札者及び代理人がそれぞれ入札したときはその双方の入札 

⑦他の入札者の代理人を兼ね、または 2 人以上の代理人として入札したときは

その全部の入札 

⑧入札書記載事項(入札金額、年月日及び入札者等)の漏れ、または誤記等によ

り内容が確認できない入札 

⑨入札に関し不正の行為をした者の入札 

⑩公表している最低売却価格未満での入札 

 

開札、落札者の決定 

１　開札 

入札の終了後直ちに入札者の面前で行います。 

 

２　落札者の決定 

開札後、次の条件により決定します。 

① 有効な入札を行い、最高の価格で入札した方を落札者とします。 

② 落札者となるべき価格で入札した方が 2 名以上いる場合は、くじ引きにより

落札者を決定します。 
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契約保証金の納入、契約、売買代金の納入 

 

１　契約保証金 

落札者は下記仮契約締結期限と契約場所を遵守のうえ、契約保証金として売却

価格の 100 分の 10 以上の金額（1 万円未満切り上げ）を納入後、仮契約を締結し

ていただきます。 

この契約保証金には、契約内容の履行を担保するため、入札保証金を充当します

ので、契約保証金から入札保証金を差し引いた額を納入することになります。 

　　なお、契約を辞退または解除することになった場合、入札保証金及び契約保証

金は市へ帰属となります。 

 

２　仮契約締結日 

　　入札日に仮契約は行いません。契約者の決定後（概ね 1 週間後）から仮契約締

結期限までの間に締結していただきます。 

　　 

【契約保証金の納入及び仮契約締結期限　令和 7 年 5 月 30 日（金）】 

 

３　本契約締結日 

　　議会の議決後（令和 7 年 10 月 2 日以降）、速やかに本契約を締結していただき

ます。 

 

４　契約者 

　　売買の仮契約並びに本契約は入札申込者の名義で行います。 

 

５　契約場所 

　　弘前市農林部りんご課企画推進係 

　　弘前市大字上白銀町 1 番地 1　市役所前川本館 3 階　窓口 A-303 番 

 

６　契約時に必要なもの 

① 印鑑（印鑑登録印）　契約者分 

② 収入印紙（契約書添付用：売買代金に応じた額分） 

③ 契約保証金の領収書 

④ 委任状（代理人が契約行為をする場合） 

 

７　売買代金の納入 

 

　　契約前に納入した契約保証金を売買代金から差し引いた残金を、本契約締結日

から 30 日以内に一括納入していただくことになります。 
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特許権の移転 

 

１　特許権の移転 

　　　売払特許権は、売買代金を完納し、かつ特許庁への移転手続きが完了したと

きに買受者に移転するものとします。特許庁への特許権移転手続きは買受者が

行い、移転に係る費用は買受者の負担となります。 

 

２　第 14 年分の特許料の納入 

特許料第 14 年分は、市が特許庁へ完納し、かつ特許権が移転した後、買受人の

負担額として、特許権の移転日から令和 8 年 9 月 28 日までの日割計算で算出した

額を請求し、買受人が負担額を市へ納入します。 
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よくある質問Ｑ＆Ａ 

 

 

 

 

 

  Ｑ１　市外に住んでいる人や市外に本店を置いている法人でも申込できますか。 

 Α１　申込資格に住居の制限はありませんので、市外・県外問わず申込できます。

  Ｑ２　共有名義にできますか。 

 Α２　できません。

 Ｑ３　入札に一人しか参加者がいない場合はどうなるのですか。 

Α３　参加者が一人でも入札は行います。入札価格が弘前市の決めた最低売却価格に達

した場合、その方が落札者となります。

  Ｑ４　仮契約決定者が、融資が決まらなくて本契約することができない場合に違約金は

発生しますか。 

Ａ４　違約金が発生します。売買代金の１０分の１に相当する金額の違約金が生じます

ので、違約金相当額を契約保証金から充当します。

  Ｑ５　契約締結は、本人以外でもできますか。 

 Ａ５　代理人の方でもできますが、契約締結に関する権限を証明する委任状が必要とな

ります。



令和　　　年　　　月　　　日

弘前市長　様

 １　申込者

〒 －

連絡先電話番号（自宅・勤務先）

印 　　　　　　　　－－ －
携帯電話

（印鑑証明印） － －

 ２　入札保証金

円

添付書類（提出日より３ヶ月以内に発行されたものとします。）

１ 個人の場合は住民票、印鑑証明書

２ 法人の場合は登記事項証明書、印鑑証明書

返還事由が生じた場合、上記入札物件に係る入札保証金（金　　　 　　　　　　　　　　円）の返還を請求します。

返還する際は、下記の口座へ返還してください。

なお、返還につき、入札終了後に30日程度遅れて返還されることについて異議はありません。

印

振込先金融機関（郵便局を除く）

預金種目 口座番号

※入札保証金還付請求者＝申込者本人名義の口座に限ります。

入札参加申込書

　令和7年度市有財産（特許権）一般競争入札売払に参加したいので、申込資格及び募集案内書
を了承のうえ、関係書類を添付して下記のとおり申し込みします。

記

入札保証金

入札保証金納付方法（どちらかに〇を付けてください） 市発行の納入通知書　・　口座振込

入札保証金返還請求書兼口座振替依頼書

住所（所在地）

氏名・名称

銀行　信用金庫　信用組合　農協　労働金庫 本店　支店　　　

普通　　　当座

フリガナ

氏名・名称

申
込
者

住　所
（所在地）

氏　名

（名称及び
代表者氏名）

入札保証金の
返還請求者

口座名義人
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弘前市長　様

 １　申込者

〒 ０３６ －

連絡先電話番号（　自宅　・　勤務先　）

０１７２ － 〇〇 － 〇〇〇〇
携帯電話

（印鑑証明印） ０９０ － 〇〇〇〇 － 〇〇〇〇

 ２　入札保証金

円

添付書類（提出日より３ヶ月以内に発行されたものとします。）

１ 個人の場合は住民票、印鑑証明書

２ 法人の場合は登記事項証明書、印鑑証明書

返還事由が生じた場合、上記入札物件に係る入札保証金（金　　　 　　　　　　　　　　円）の返還を請求します。

返還する際は、下記の口座へ返還してください。

なお、返還につき、入札終了後に30日程度遅れて返還されることについて異議はありません。

　弘前市大字上白銀町1番地1

弘
前

振込先金融機関（郵便局を除く）

預金種目 口座番号

※入札保証金還付請求者＝申込者本人名義の口座に限ります。

入札参加申込書

令和　　　年　　　月　　　日

　令和7年度市有財産（特許権）一般競争入札売払に参加したいので、申込資格及び募集案内書
を了承のうえ、関係書類を添付して下記のとおり申し込みします。

記

８５５１

弘前市大字上白銀町1番地1

入札保証金 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

入札保証金納付方法（どちらかに〇を付けてください） 市発行の納入通知書　・　口座振込

入札保証金返還請求書兼口座振替依頼書

住所（所在地）

氏名・名称 弘 前　太 郎

弘　前 銀行　信用金庫　信用組合　農協　労働金庫 弘前城 本店　支店　　

普通　　　当座 1 2 3 4 5 6 7

フリガナ ヒロサキ タロウ

氏名・名称 弘　前 太　郎

申
込
者
（
代
表
者
）

住　所
（所在地）

氏　名

弘 前　太 郎
弘
前

太
郎（名称及び

代表者氏名）

入札保証金の
返還請求者

口座名義人

入札保証金は入札

額の100分の5以上
の額としてください。

入札保証金が不足

している入札は無効

となりますので、ご

注意ください。

氏名（名称）を住民

票（登記事項証明）

に記載されている

とおり記入し、印鑑

（印鑑登録印）を押

してください。

落札者以外の入札保証金

は返還されます。振込先の

口座を記入してください。

申込者（代表者）本人名義

の口座に限ります。

申込書を提出する日を記入してください。

事務連絡をすること

がありますので、必

ず記入してください。

納入方法を選択してください。

住所（所在地）を住民票（登記事項証明）に記

載されているとおりに記入してください。

11
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入　札　書 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年 　 月　　日　 

 
弘前市長　様 
 
　　　　　　　　　　　　　入札者　住　　所 
　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称 
　　　　　　　　　　　　　　（代表者）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 
（代理人氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 
 

令和７年度　市有財産（特許権）一般競争入札売払募集案内書を承諾のうえ、 
入札します。 

 
 
入札金額 

 
特許権　「リンゴ用並列一括スライサー」 
　　 
 
注意　１　代理人をもって入札するときは、申請者の住所、商号又は名称及び代表者

氏名及び代理人の氏名を記名し、代理人の印鑑を押してください。なお、代

理人名を自署する場合は、押印を省略することができます。 
 
　　　２　入札金額の頭には、「￥」を記入してください。

 百万 千 円



13

委　任　状 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年 　 月　　日 

 

弘前市長　様 

 

　　　　　　　　　　　　　委任者　住　　　所 

　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称 

　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印 

 

 

          私は、下記の者を代理人と定め、以下の権限を委任します。 

 

                                    記 

 

　　　受任者　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　 

　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

                                      　                      

        

                                                     

                                                          

                                                            

 

《 委任事項 》 

　令和 7 年 5 月 15 日、弘前市において行われる令和 7 年度市有財産（特許権）一般競

争入札売払に関する次の事項 

　　１　入札書の提出の権限 

　　２　入札保証金を契約保証金へ充当する権限 

３　上記に付帯する一切の権限 

※　委任者の印は、入札参加申込書に押印した同一の印としてください。
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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　スライス幅毎に平行に配置された複数の溝を有し、被加工物としてのリンゴを搭載する

まな板部と、

　それぞれのブレードの刃先を前記まな板部の方向に向け、少なくともそれぞれのブレー

ドの刃先が前記複数の溝にそれぞれ挿入可能なように平行に配置され、且つ、刃先と峰と

の間にブレード間ギャップが存在するような関係で、それぞれ配列され、それぞれ両側に

固定用凸部を有する複数のブレード、前記固定用凸部を挿入する固定用貫通溝をそれぞれ

有し、前記複数のブレードを両側から固定する一対のブレード固定側板を含む、ブレード

保持手段と、該ブレード保持手段の移動を補助するガイド棒を有するカッター部

　とを備え、前記ガイド棒を介して前記カッター部をまな板部の方向に移動することによ

り、前記複数のブレードを同時に並進移動し、前記まな板部に搭載された前記リンゴを前

記複数のブレードの刃先がそれぞれ貫通し、前記リンゴを複数の平行なスライス片に分離

することを特徴とするリンゴ用並列一括スライサー。

【請求項２】

　前記ブレード間ギャップが、前記スライス幅の２５％～５０％であることを特徴とする

請求項１に記載のリンゴ用並列一括スライサー。

【請求項３】

　前記まな板部の前記リンゴを搭載する搭載面が、互いに離間して平行に配置された複数

の台座のそれぞれの上端面に接する包絡面により定義され、前記複数の溝が、前記搭載面
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を 切 る よ う に 、 前 記 複 数 の 台 座 の 間 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の リ ン

ゴ 用 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 被 加 工 物 と し て の リ ン ゴ を ワ ン タ ッ チ （ 一 回 の 加 圧 移 動 処 理 ） で 、 同 時 に 複

数 枚 の ス ラ イ ス 片 を 平 行 に 分 離 す る リ ン ゴ 用 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 リ ン ゴ は 、 食 物 繊 維 ， カ リ ウ ム 、 ポ リ フ ェ ノ ー ル を 多 く 含 ん で い る と い う 栄 養 的 特 長 が

知 ら れ て い る が 、 リ ン ゴ に 含 ま れ る 有 効 成 分 は 、 皮 と 実 の 間 に 多 く 含 ま れ る と さ れ る 。 特

に ア ン ト シ ア ニ ン と 呼 ば れ る ポ リ フ ェ ノ ー ル は 、 赤 い 皮 の 部 分 に 含 ま れ る 。 し た が っ て 、

皮 を 捨 て て し ま う と 、 体 に よ い 成 分 も 捨 て て い る こ と に な る 。 個 人 の 好 み に も よ り 、 リ ン

ゴ の 皮 が 硬 い 、 口 に 残 る 、 食 味 が 良 く な い 、 リ ン ゴ の 皮 の 食 感 が 苦 手 と 感 じ る 人 が い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 、 包 丁 や 果 物 ナ イ フ を 用 い ず 、 リ ン ゴ を 放 射 状 に ８ 分 割 等 の 縦 割 り す る 果 物 カ ッ タ

ー が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 及 び ２ 参 照 。 ） 。 し か し な が ら 、 リ ン ゴ を 放 射 状 に 縦 割 り

す る の で は な く 、 １ ｃ ｍ 程 度 の 厚 さ に 輪 切 り に 平 行 に ス ラ イ ス し て 、 複 数 枚 の 輪 切 り の 形

状 に 分 離 す れ ば 、 リ ン ゴ の 皮 が 食 べ や す く な る 。 リ ン ゴ の 芯 を く り 抜 い て も よ い が 、 芯 を

く り 抜 か ず に 芯 の 部 分 を 持 っ て 、 食 べ る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ト マ ト 等 の 果 肉 硬 度 の 柔 ら か い 果 物 や 野 菜 な ど の 被 加 工 物 に 対 し て は 、 刃 先 を 被 加 工 物

方 向 に 向 け た 長 尺 な ス ラ イ ス 刃 を 、 被 加 工 物 を ス ラ イ ス す る 幅 に 離 間 し て 複 数 枚 、 平 行 に

重 ね 、 そ れ ぞ れ の ス ラ イ ス 刃 の 両 端 を 、 ス ラ イ ス 刃 を 貫 通 す る 支 柱 で 固 定 し た カ ッ タ ー 部

を 有 す る ス ラ イ ス 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た

ス ラ イ ス 装 置 で は 、 複 数 の ス ラ イ ス 刃 を 有 す る カ ッ タ ー 部 に 対 し 、 移 動 具 で 被 加 工 物 を ス

ラ イ ス 刃 の 方 向 に 押 し 付 け る よ う に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ト マ ト 等 の 果 肉 硬 度 の 柔 ら か

い 被 加 工 物 が 、 複 数 枚 離 間 し て 重 ね ら れ た ス ラ イ ス 刃 と ス ラ イ ス 刃 と の 間 を 通 過 し 、 ワ ン

タ ッ チ で 、 被 加 工 物 を ス ラ イ ス す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ８ ９ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ２ － ４ ６ ５ ９ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ０ ９ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 を 除 く た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と

す る と こ ろ は 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 を 用 い た 貫 入 試 験 に よ っ て 得 ら れ る 硬 度 が ２ ｋ

ｇ 程 度 以 上 と な る よ う な 硬 度 を 有 す る リ ン ゴ が 被 加 工 物 で あ っ て も 、 過 度 な ス ラ イ ス 圧 力

を 必 要 と せ ず 、 １ 回 の 単 純 な 加 圧 作 業 で 、 容 易 に リ ン ゴ を 、 互 い に 平 行 な 複 数 の ス ラ イ ス

片 （ 輪 切 り ） に 分 離 す る こ と が 可 能 な 、 リ ン ゴ 用 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 提 供 す る こ と に あ

る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 態 様 は 、 (a)ス ラ イ ス 幅 毎 に 平 行 に 配 置 さ れ た 複

数 の 溝 を 有 し 、 被 加 工 物 と し て の リ ン ゴ を 搭 載 す る ま な 板 部 と 、 (b)そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド
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の 刃 先 を ま な 板 部 の 方 向 に 向 け 、 少 な く と も そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 刃 先 が 複 数 の 溝 に そ れ

ぞ れ 挿 入 可 能 な よ う に 平 行 に 配 置 さ れ 、 且 つ 、 刃 先 と 峰 と の 間 に ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ が 存

在 す る よ う な 関 係 で 、 そ れ ぞ れ 配 列 さ れ 、 そ れ ぞ れ 両 側 に 固 定 用 凸 部 を 有 す る 複 数 の ブ レ

ー ド 、 固 定 用 凸 部 を 挿 入 す る 固 定 用 貫 通 溝 を そ れ ぞ れ 有 し 、 複 数 の ブ レ ー ド を 両 側 か ら 固

定 す る 一 対 の ブ レ ー ド 固 定 側 板 を 含 む 、 ブ レ ー ド 保 持 手 段 と 、 こ の ブ レ ー ド 保 持 手 段 の 移

動 を 補 助 す る ガ イ ド 棒 を 有 す る カ ッ タ ー 部 と を 備 え る リ ン ゴ 用 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー で あ る

こ と を 要 旨 と す る 。 こ の リ ン ゴ 用 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー に お い て は 、 ガ イ ド 棒 を 介 し て カ ッ

タ ー 部 を ま な 板 部 の 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 、 複 数 の ブ レ ー ド を 同 時 に 並 進 移 動 し 、 ま

な 板 部 に 搭 載 さ れ た リ ン ゴ を 複 数 の ブ レ ー ド の 刃 先 が そ れ ぞ れ 貫 通 し 、 リ ン ゴ を 複 数 の 平

行 な ス ラ イ ス 片 に 分 離 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 を 用 い た 貫 入 試 験 に よ っ て 得 ら れ る 硬 度 が

２ ｋ ｇ 程 度 以 上 と な る よ う な 硬 度 を 有 す る リ ン ゴ が 被 加 工 物 で あ っ て も 、 過 度 な ス ラ イ ス

圧 力 を 必 要 と せ ず 、 １ 回 の 単 純 な 加 圧 作 業 で 、 容 易 に リ ン ゴ を 、 互 い に 平 行 な 複 数 の ス ラ

イ ス 片 （ 輪 切 り ） に 分 離 す る こ と が 可 能 な 、 リ ン ゴ 用 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 提 供 す る こ と

が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 を 用 い た 貫 入 試 験 に よ っ て 得 ら れ る 硬 度 が

２ ｋ ｇ 程 度 以 上 と な る よ う な 硬 度 を 有 す る 被 加 工 物 で あ っ て も 、 過 度 な ス ラ イ ス 圧 力 を 必

要 と せ ず 、 １ 回 の 単 純 な 加 圧 作 業 で 、 容 易 に 被 加 工 物 を 、 互 い に 平 行 な 複 数 の ス ラ イ ス 片

（ 輪 切 り ） に 分 離 す る こ と が 可 能 な 、 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 要 部 の 原 理 的 な 概 略 構 造 と

、 そ の 要 部 の 被 加 工 物 に 対 す る 関 係 （ 並 列 一 括 ス ラ イ ス の 原 理 ） を 説 明 す る た め の 模 式 的

な 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 要 部 を な す カ ッ タ ー 部 の 一 部 を 構 成

す る 複 数 の ブ レ ー ド の 相 互 の 位 置 関 係 、 及 び こ れ ら の 複 数 の ブ レ ー ド を 固 定 す る ブ レ ー ド

固 定 側 板 （ 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ） と の 関 係 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ （ ａ ） は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 要 部 を な す カ ッ タ ー

部 の 正 面 図 で 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 図 ３ （ ａ ） の 右 側 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ （ ａ ） に 例 示 し た カ ッ タ ー 部 の 一 部 を 構 成 す る 一 枚 の ブ レ ー ド に 着 目 し た 、

ブ レ ー ド の 組 み 立 て 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 要 部 を な す ま な 板 部 の 構 造 を 説 明 す

る た め の 模 式 的 な 右 側 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ の 右 側 面 図 に 対 応 す る 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ５ の 右 側 面 図 、 図 ６ の 正 面 図 に 対 応 す る 上 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の ま な 板 部 の 搭 載 面 に 被 加 工 物 を 搭 載

し 、 カ ッ タ ー 部 の 一 番 下 に 位 置 す る ブ レ ー ド の 刃 先 が 、 被 加 工 物 に 接 し 、 被 加 工 物 の ス ラ

イ ス 作 業 を 開 始 す る 直 前 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 カ ッ タ ー 部 を 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 被 加 工 物 を ８ 枚 の ス ラ イ ス 片 に ス ラ イ ス 加

工 し て 分 離 が 完 了 す る 直 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 被 加 工 物 と し て の リ ン ゴ を 、 互 い に 平 行 な ス ラ イ ス 片 に ス ラ イ ス 加 工 し た 状 態

を 模 式 的 に 示 す 鳥 瞰 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 ス ラ イ ス 加 工 完 了 後 に カ ッ タ ー 部 が 一 番 下 の 位 置 ま で 押 し 下 げ ら れ た 状 態 の 第

１ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 全 景 を 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 で あ る 。
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【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 に 対 応 す る 、 正 面 か ら 見 た 全 体 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 、 図 １ ２ の 正 面 か ら 見 た 全 体 図 に 対 応 す る 、 上

面 か ら 見 た 全 体 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 正 面 か ら 見 た 全

体 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 全 景 を 右 側 面 か ら 見 た 全

体 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 に 対 応 す る 、 正 面 か ら 見 た 全 体 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ５ の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 、 図 １ ６ の 正 面 か ら 見 た 全 体 図 に 対 応 す る 、 上

面 か ら 見 た 全 体 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 要 部 を な す カ ッ タ ー 部

の 一 部 を 構 成 す る 複 数 の 片 刃 の ブ レ ー ド の 相 互 の 位 置 関 係 、 及 び こ れ ら の 複 数 の 片 刃 の ブ

レ ー ド を 固 定 す る ブ レ ー ド 固 定 側 板 （ 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ） と の 関 係 を 説 明 す る 断 面

図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 本 発 明 に 至 る ま で に 、 本 発 明 者 が 検 討 し た 第 １ の 比 較 例 （ 比 較 例 １ ） に 係 る 並

列 一 括 ス ラ イ サ ー の 構 造 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 本 発 明 に 至 る ま で に 、 本 発 明 者 が 検 討 し た 第 ２ の 比 較 例 （ 比 較 例 ２ ） に 係 る 並

列 一 括 ス ラ イ サ ー の 構 造 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

（ 本 発 明 に 至 る 経 緯 ）

　 先 ず 、 本 発 明 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 説 明 す る 前 に 、 本

発 明 に 至 る ま で の 、 比 較 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 試 作 検 討 や 研 究 開 発 の 経 緯 を 説 明

す る 。 本 発 明 者 は 、 当 初 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 長 い 柄 ５ ２ の 付 い た ２ 本 の 鎌 ５ １ を 平 行

に 並 べ 、 鎌 ５ １ の 先 端 を 支 点 支 持 部 ５ ３ に 固 定 し 、 受 け 皿 部 分 ５ ４ に 被 加 工 物 ３ と し て の

リ ン ゴ を 載 せ て 、 鎌 ５ １ の 部 分 を 被 加 工 物 ３ に 押 し 当 て て 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス す る 並

列 一 括 ス ラ イ サ ー （ 比 較 例 １ ） を 試 作 し た 。 図 １ ９ に お い て 、 受 け 皿 部 分 ５ ４ と 支 点 支 持

部 ５ ３ と は 共 通 の 底 板 ５ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 し か し 、 図 １ ９ に 示 す 比 較 例 １ に 係 る 並 列

一 括 ス ラ イ サ ー で は 、 鎌 ５ １ の 刃 が マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 に よ る 貫 入 試 験 に よ る 果 肉

硬 度 が ２ ～ ８ ｋ ｇ 程 度 の 被 加 工 物 ３ を 最 後 ま で 切 り 抜 く こ と が で き ず 、 被 加 工 物 ３ に 食 い

込 ん だ ま ま の 状 態 と な り 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス で き な い と い う 問 題 点 が 判 明 し た 。 図 １

９ に 示 す 比 較 例 １ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー で は 、 ２ 本 の 鎌 ５ １ を 平 行 し て 取 り 付 け た こ

と に よ り 、 果 肉 硬 度 が ２ ～ ８ ｋ ｇ 程 度 に 硬 い 被 加 工 物 ３ を 切 り は じ め て か ら 、 鎌 ５ １ の 刃

の 厚 み に よ り 被 加 工 物 ３ か ら 刃 の 厚 み 方 向 に 発 生 す る 応 力 が 邪 魔 を し 、 被 加 工 物 ３ を 直 線

的 に 切 る こ と が で き ず 、 鎌 ５ １ の 刃 が 斜 め 方 向 に 進 ん だ こ と に よ る と 問 題 点 が 解 析 さ れ た

。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 比 較 例 １ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 問 題 点 の 解 析 か ら 、 果 肉 硬 度 の 硬 い 被 加 工 物 ３ を

一 気 に ス ラ イ ス す る た め に は 、 被 加 工 物 ３ を 、 時 間 差 を つ け て 順 に ス ラ イ ス す る よ う な 、

刃 を 少 し ず ら し て 取 り 付 け る 工 夫 を し な け れ ば な ら な い こ と が 判 明 し た の で 、 次 に 、 図 ２

０ に 示 す 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー （ 比 較 例 ２ ） を 試 作 し た 。 図 ２ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 比 較

例 ２ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー で は 、 １ 本 の 回 転 軸 ６ ６ ｓ に 、 等 間 隔 で ７ 本 の 包 丁 ５ １ ａ

， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ ， … ， ５ １ ｇ が 末 広 状 に 溶 接 さ れ て い る 。 回 転 軸 ６ ６ ｓ は 、 底 板 ６ ５ に

固 定 さ れ 、 底 板 ６ ５ か ら 垂 直 に 延 び る ２ 本 の 支 柱 ６ ３ ａ 、 ６ ３ ｂ に 両 端 を 転 が り 軸 受 け 等

の 回 転 支 持 部 ６ ６ ａ ， ６ ６ ｂ を 介 し て 回 転 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 回 転 軸 ６ ６ ｓ の 一 方 の

端 部 に は 、 回 転 支 持 部 ６ ６ ａ を 介 し て ク ラ ン ク ６ ７ が 接 続 さ れ 、 ク ラ ン ク ６ ７ の 端 部 に は

ハ ン ド ル 部 ６ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 図 ２ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 底 板 ６ ５ に は 更 に 受 け 皿

６ ４ が 固 定 さ れ 、 受 け 皿 ６ ４ に は 被 加 工 物 ３ が 搭 載 さ れ る 。 図 ２ ０ （ ｂ ） で は 見 や す く す

る た め に は 、 ク ラ ン ク ６ ７ 、 及 び ク ラ ン ク ６ ７ に 接 続 さ れ た ハ ン ド ル 部 ６ ８ の 図 示 を 省 略

し て い る の で 、 支 柱 ６ ３ ｂ の 手 前 側 に は 、 回 転 支 持 部 ６ ６ ｂ の み が 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 ２ ０ に 示 す 比 較 例 ２ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー は 、 ハ ン ド ル 部 ６ ８ を 回 転 す る こ と に

よ り 、 回 転 軸 ６ ６ ｓ を 回 転 さ せ 、 受 け 皿 ６ ４ に 搭 載 さ れ た 果 肉 硬 度 の 硬 い 被 加 工 物 ３ を 、

回 転 軸 ６ ６ ｓ に 末 広 状 に 設 け ら れ た ７ 本 の 包 丁 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ ， … ， ５ １ ｇ で 、

時 間 差 を つ け て 逐 次 、 順 に ス ラ イ ス せ ん と す る 設 計 で あ っ た 。 し か し 、 比 較 例 ２ に 係 る 並

列 一 括 ス ラ イ サ ー は 、 比 較 例 １ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー よ り も 、 包 丁 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ，

５ １ ｃ ， … ， ５ １ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 に 伝 わ る 力 が 構 造 上 弱 く な る た め 、 被 加 工 物 ３ を 最

後 ま で 切 り 抜 く こ と が で き な い と い う 問 題 が 判 明 し た 。 又 、 比 較 例 ２ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ

イ サ ー で は 、 包 丁 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ ， … ， ５ １ ｇ の そ れ ぞ れ の 一 端 が 、 回 転 軸 ６ ６

ｓ に 固 定 さ れ た 構 造 で あ る の で 、 包 丁 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ ， ５ １ ｃ ， … ， ５ １ ｇ の そ れ ぞ れ の

刃 先 に 付 与 さ れ る 力 の 方 向 が 、 刃 先 線 の 方 向 に 対 し て 垂 直 で な い た め ス ラ イ ス 時 の 被 加 工

物 ３ か ら の 抵 抗 が 大 き く 、 人 力 で ス ム ー ズ に 被 加 工 物 ３ を 切 り 抜 く こ と が で き な い と い う

第 ２ の 問 題 も 判 明 し た 。 こ の 第 ２ の 問 題 は 、 図 １ ９ に 示 し た 比 較 例 １ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ

イ サ ー で も 、 ２ 本 の 鎌 ５ １ の そ れ ぞ れ の 先 端 を 支 点 支 持 部 ５ ３ に 固 定 し 、 長 い 柄 ５ ２ の 部

分 を 付 い た ２ 本 の 鎌 ５ １ を 、 支 点 支 持 部 ５ ３ を 中 心 と し て 回 転 さ せ て い る の で 、 同 様 に 生

じ る 問 題 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 上 の よ う な 比 較 例 １ 及 び ２ に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 検 討 を 踏 ま え て 、 本 発 明 者 は

、 以 下 の 本 発 明 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 実 現 す る に 至 っ た

。 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を

説 明 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 説 明 で は 、 特 定 の 被 加 工

物 の 例 と し て 、 リ ン ゴ に 着 目 し て 例 示 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 被 加 工 物 と し て は 、 リ ン

ゴ 以 外 の 梨 、 じ ゃ が い も 等 で あ っ て も 、 同 様 に 本 発 明 が 適 用 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る

。 以 下 の 図 面 の 記 載 に お い て 、 同 一 又 は 類 似 の 部 分 に は 同 一 又 は 類 似 の 符 号 を 付 し て い る

。 但 し 、 図 面 は 模 式 的 な も の で あ り 、 厚 み と 平 面 寸 法 と の 関 係 、 各 層 の 厚 み の 比 率 等 は 現

実 の も の と は 異 な る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 例 え ば 図 １ 及 び 図 ９ 等 に お い て 、 被 加 工 物

の リ ン ゴ の 直 径 が １ ０ ｃ ｍ 程 度 で あ る が ブ レ ー ド の 厚 み は ０ ． ８ ｍ ｍ ～ １ ． ２ ｍ ｍ 程 度 で

あ る の で 、 図 １ 及 び 図 ９ に お け る ブ レ ー ド の 厚 み や ス ラ イ ス 片 間 の ギ ャ ッ プ は 、 原 理 が 把

握 し や す い よ う に 、 現 実 の 値 よ り 大 き な 寸 法 に 誇 張 さ れ て 示 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 具

体 的 な 厚 み や 寸 法 は 以 下 の 説 明 を 参 酌 し て 判 断 す べ き も の で あ る 。 又 、 図 面 相 互 間 に お い

て も 互 い の 寸 法 の 関 係 や 比 率 が 異 な る 部 分 が 含 ま れ て い る こ と は 勿 論 で あ る 。 又 、 以 下 に

示 す 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 具 体 化 す る た め の 装 置 や 方 法 を 例

示 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 は 、 構 成 部 品 の 材 質 、 形 状 、 構 造 、 配 置 等 を 下

記 の も の に 特 定 す る も の で な い 。 本 発 明 の 技 術 的 思 想 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技

術 的 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 《 第 １ の 実 施 形 態 》

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー は 、 ス ラ イ ス 幅

毎 に 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 の 溝 を 有 し 、 被 加 工 物 ３ を 搭 載 す る ま な 板 部 （ 俎 板 部 ） １ と 、

そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 刃 先 を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 向 け 、 少 な く と も そ れ ぞ れ の ブ

レ ー ド の 刃 先 が 複 数 の 溝 に そ れ ぞ れ 挿 入 可 能 な よ う に 平 行 に 配 置 さ れ 、 着 目 し た 一 の ブ レ

ー ド （ 上 方 に 位 置 す る ブ レ ー ド ） の 刃 先 と 、 こ の 着 目 し た ブ レ ー ド に 隣 接 す る 他 の （ 下 方

に 位 置 す る ） ブ レ ー ド の 峰 と の 間 に 、 ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ が 存 在 す る よ う な 関 係 で 、

そ れ ぞ れ 配 列 さ れ た 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ を 有 す る カ ッ タ

ー 部 ２ と を 備 え る 。 図 １ の 断 面 図 は 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５

ｇ の 長 手 方 向 （ 刃 渡 り 方 向 ） に 垂 直 な 断 面 を 模 式 的 に 示 し て お り 、 「 ス ラ イ ス 幅 」 は 、 こ

の 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 長 手 方

向 （ 刃 渡 り 方 向 ） に 垂 直 な 方 向 に 定 義 さ れ る （ 図 １ で は 、 紙 面 の 水 平 方 向 に 「 ス ラ イ ス 幅

」 が 測 ら れ る 。 ） 。 ス ラ イ ス 幅 は 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス 片 に 分 離 す る 幅 で も あ る の で 、

例 え ば 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 に よ る 貫 入 試 験 に よ る 果 肉 硬 度 が ２ ～ ８ ｋ ｇ 程 度 の 果
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実 で あ れ ば 、 １ ０ ～ ２ ０ ｍ ｍ が 望 ま し い 。 被 加 工 物 ３ が リ ン ゴ の 場 合 、 ス ラ イ ス 幅 が １ ０

ｍ ｍ 以 下 の 場 合 、 ス ラ イ ス 片 が 薄 す ぎ る の で 、 ス ラ イ ス 加 工 ま で は 対 応 で き る が 、 ス テ ィ

ッ ク 状 、 若 し く は ダ イ ス 状 に 更 に ２ 次 加 工 す る 際 に 、 柔 ら か す ぎ て 対 応 で き な い 虞 が あ る

。 又 、 被 加 工 物 ３ が リ ン ゴ の 場 合 、 ス ラ イ ス 幅 が ２ ０ ｍ ｍ 以 上 の 場 合 、 食 感 と し て こ れ ま

で の 放 射 状 の ８ 等 分 と さ ほ ど 変 わ ら な い 。 但 し 、 リ ン ゴ 以 外 の 被 加 工 物 ３ の 場 合 は 、 被 加

工 物 ３ の 硬 度 等 の 性 質 や 、 そ の 被 加 工 物 ３ に 特 有 な 食 感 等 を 考 慮 し て 、 ス ラ イ ス 幅 を 適 宜

調 整 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ で は 、 ま な 板 部 １ は 複 数 枚 の 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ で 構 成 さ れ

、 台 座 １ ４ ａ と 台 座 １ ４ ｂ と の 間 、 台 座 １ ４ ｂ と 台 座 １ ４ ｃ と の 間 、 台 座 １ ４ ｃ と 台 座 １

４ ｄ と の 間 、 … （ 中 略 ） … 台 座 １ ４ ｇ と 台 座 １ ４ ｈ と の 間 が 、 そ れ ぞ れ 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ

， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 刃 先 を 少 な く と も 挿 入 可 能 な 深 さ を 有 す る 溝 部 を 構 成 し

て い る 。 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ は 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ

， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ が 互 い に 一 定 の 位 置 関 係 を 維 持 し な が ら 、 同 時 に 並 進 移 動

す る よ う に 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 一 部 を 構 成 す る ブ レ ー ド 固 定 側 板 （ 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板

） ２ ２ ａ に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ は 、 ま な

板 部 １ の 一 部 を 構 成 す る 底 板 １ １ に 、 そ れ ぞ れ 垂 直 に 固 定 さ れ 、 直 立 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー は 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ

， … ， ２ ５ ｇ の 刃 先 が 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 設 け ら れ た 溝 に 挿 入 で き る よ う に 設 計 し て

い る の で 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 、 そ れ ぞ れ の 峰 か ら 刃

先 方 向 に 向 か う 方 向 （ 刃 幅 方 向 ） と 、 溝 部 を 構 成 し て い る 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ，

… ， １ ４ ｈ の 直 立 方 向 も 互 い に 平 行 で あ る 。 ま な 板 部 １ の 形 状 、 大 き さ 、 構 造 等 は 、 被 加

工 物 ３ が 搭 載 可 能 で 、 少 な く と も そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 刃 先 が 挿 入 可 能 な 複 数 の 溝 を 有 し

て い れ ば 、 任 意 の 形 状 、 大 き さ 、 構 造 等 が 採 用 可 能 で あ り 、 図 １ に 例 示 し た 形 状 、 大 き さ

、 構 造 等 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に は ブ レ ー ド の 刃 先 が

挿 入 可 能 な 複 数 の 溝 が あ れ ば よ い の で 、 複 数 の 溝 の 幅 は 、 図 １ に 例 示 し た よ り も 狭 く 、 そ

れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 厚 さ よ り も 極 く わ ず か 、 例 え ば ２ ０ μ ｍ ～ ２ ０ ０ μ ｍ 程 度 の ク リ ア ラ

ン ス 分 だ け 広 く 余 裕 を も た せ た 構 造 で も よ く 、 こ の 場 合 は 、 複 数 の 溝 の 幅 が そ れ ぞ れ 狭 く

な っ た 分 、 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ の 厚 さ は 、 図 １ に 例 示 し た 厚 さ よ り

も 厚 く な る こ と は 当 然 で あ る 。 更 に 、 図 １ に 例 示 し た 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ，

１ ４ ｈ は 、 そ れ ぞ れ 穴 部 の な い 一 枚 の 板 状 の 構 造 と し て 例 示 し て い る が 、 穴 部 の な い 板 状

で あ る こ と は 必 ず し も 必 要 で は な い 。 例 え ば 、 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ

の 少 な く と も 一 部 に 開 口 部 が 設 け ら れ て い て も よ く 、 更 に 、 図 ６ に 例 示 し た よ う に 、 棒 状

（ 円 柱 状 ） の フ レ ー ム を 折 り 曲 げ た 構 造 に し て 内 部 を 中 空 に す る 等 、 他 の 構 造 が 採 用 可 能

で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま な 板 部 １ は 、 被 加 工 物 ３ を 搭 載 す る た め の も の で あ る の で 、 被 加 工 物 ３ の 大 き さ と ス

ラ イ ス 幅 に 合 わ せ て そ の 具 体 的 な 構 造 を 任 意 に 設 計 可 能 で あ る 。 図 １ で は 、 ８ 枚 の 台 座 １

４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ を 例 示 し て い る が 、 被 加 工 物 ３ の 大 き さ や 被 加 工 物 ３

を ス ラ イ ス す る ス ラ イ ス 幅 の 寸 法 に 合 わ せ て 、 台 座 プ レ ー ト の 枚 数 は ８ 枚 よ り 多 く す る こ

と も 、 ８ 枚 よ り 少 な く す る こ と も 可 能 で あ る 。 台 座 プ レ ー ト の 枚 数 に 合 わ せ て 、 カ ッ タ ー

部 ２ を 構 成 す る 複 数 の ブ レ ー ド の 枚 数 も 変 化 す る 。 即 ち 、 ｎ を １ 以 上 の 正 の 整 数 と し て 、

ま な 板 部 １ を 構 成 す る 台 座 プ レ ー ト の 枚 数 を （ ２ ｎ ＋ １ ） 枚 と す れ ば 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 構

成 す る ブ レ ー ド の 枚 数 は ２ ｎ 枚 に な る が 、 ス ラ イ ス 幅 は 、 例 え ば 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬

度 計 に よ る 貫 入 試 験 に よ る 果 肉 硬 度 が ２ ～ ８ ｋ ｇ 程 度 の 果 実 で あ れ ば 、 １ ０ ～ ２ ０ ｍ ｍ 程

度 の 値 に 設 定 さ れ る の で 、 果 実 の 径 が 大 き く な れ ば ｎ の 値 は 大 き く な る 。 な お 、 カ ッ タ ー

部 ２ を 構 成 す る ブ レ ー ド の 枚 数 は 偶 数 枚 に 限 ら れ な い の で 、 ｍ を ２ 以 上 の 正 の 整 数 と し て

、 ま な 板 部 １ を 構 成 す る 台 座 プ レ ー ト の 枚 数 を ２ ｍ 枚 と し 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 す る ブ レ

ー ド の 枚 数 は （ ２ ｍ － １ ） 枚 と な る 構 成 で も よ い 。
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【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 被 加 工 物 ３ の 形 状 が 、 球 状 の 場 合 で あ れ ば 、 ま な 板 部 １ の 搭 載

面 に 皿 状 の 凹 部 を 設 け れ ば 、 被 加 工 物 ３ を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 固 定 す る の が 容 易 に な り

、 被 加 工 物 ３ の ス ラ イ ス 作 業 が 容 易 に な る の で 好 ま し い 。 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 皿 状 の 凹

部 を 設 け る 場 合 は 、 理 想 的 に は 、 図 １ に 例 示 し た 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４

ｈ の そ れ ぞ れ の 上 部 の 形 状 は 、 皿 状 の 凹 部 の ３ 次 元 構 造 に 合 わ せ て 順 に 変 化 す る ト ポ ロ ジ

ー で 設 計 す る こ と が 好 ま し い こ と に な る 。 即 ち 、 ま な 板 部 １ の 被 加 工 物 ３ を 搭 載 す る 搭 載

面 は 、 互 い に 離 間 し て 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 の 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ

の そ れ ぞ れ の 上 端 面 に そ れ ぞ れ 接 す る 包 絡 面 に よ り 定 義 さ れ る 。 但 し 、 工 業 用 製 品 の 場 合

と 異 な り 、 リ ン ゴ 等 の 農 産 物 の 形 状 や 大 き さ は 、 バ ラ ツ キ が 大 き い の で 、 現 実 に は 、 ま な

板 部 １ の 搭 載 面 の 構 造 や 形 状 は 、 想 定 さ れ る 被 加 工 物 ３ の 最 大 公 約 数 的 な 構 造 や 形 状 に 選

定 さ れ る 。 よ っ て 、 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 設 け ら れ た 皿 状 の 凹 部

の 形 状 に 、 被 加 工 物 ３ の 外 面 が 正 確 に 密 着 す る 必 要 は な い の で 、 凹 部 は 必 ず し も 曲 面 で 構

成 さ れ る 必 要 は な い 。 つ ま り 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 は 、 あ く ま で も 、 被 加 工 物 ３ を ま な 板

部 １ の 搭 載 面 に 固 定 す る の が 容 易 に な る 程 度 の 何 ら か の 凹 部 を 有 し て い れ ば 構 わ な い の で

、 現 実 に は 種 々 の 構 造 や 形 状 が 採 用 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ，

… ， １ ４ ｈ の そ れ ぞ れ の 上 部 に 逆 さ 台 形 状 の 共 通 の 凹 部 を 有 す る よ う な ト ポ ロ ジ ー で も 構

わ な い （ 図 ６ の 台 座 １ ４ ａ の 上 部 に は 逆 さ 台 形 状 の 凹 部 が 示 さ れ て い る 。 ） 。 又 、 被 加 工

物 ３ の 形 状 に よ っ て は 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 凹 部 を 設 け る こ と が 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面

の 形 状 と し て 必 須 な 事 項 で は な い こ と も 勿 論 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 又 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 を 切 る よ う に 設 け ら れ る 複 数 の 溝 は 、 そ れ ぞ れ ブ レ ー ド の 刃 先

が 挿 入 可 能 な 溝 で あ れ ば よ い の で 、 複 数 の 溝 は 図 １ に 例 示 し た よ う に 複 数 の 台 座 １ ４ ａ ，

１ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ で 分 離 さ れ 、 且 つ 側 部 （ 図 １ に お い て 紙 面 の 手 前 側 、 及 び 紙

面 の 奥 側 ） を 外 部 に 解 放 し た 溝 で あ る 必 要 は 、 必 ず し も な い 。 例 え ば 、 ま な 板 部 １ の 搭 載

面 を 面 状 に 構 成 し 、 こ の 面 状 の 搭 載 面 の 一 部 に 垂 直 方 向 に 、 ブ レ ー ド の 刃 先 の 寸 法 に 適 合

し た ス リ ッ ト 状 の 複 数 の 溝 を 掘 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ は 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 相 互 の 位 置 関 係 、 及 び

こ れ ら の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ を 固 定 す る ブ レ ー ド 固 定 側 板 （ 第

１ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ） ２ ２ ａ と の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す と お り 、 ブ レ ー

ド 固 定 側 板 （ 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ） ２ ２ ａ は 、 そ の 上 部 を 除 く と 、 先 端 部 を 切 り 欠 い

た 下 向 き の ２ 等 辺 三 角 形 の 形 状 を な し て い る 。 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２

５ ｇ の 材 料 と し て は 、 鍛 造 Ｓ Ｋ 鋼 、 ハ イ カ ー ボ ン 特 殊 鋼 、 コ バ ル ト 合 金 鋼 又 は ス テ ン レ ス

・ モ リ ブ デ ン 鋼 等 が 好 ま し い 。 強 度 、 切 れ 味 の 点 で は 鍛 造 Ｓ Ｋ 鋼 等 の 炭 素 鋼 系 の 材 料 が 望

ま し い 。 又 、 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 常 用 的 に 使 用 す る 態 様 で あ れ ば 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２

５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 材 料 と し て は 炭 素 鋼 系 の 材 料 が 好 ま し い 。 一 方 、 一 般 家 庭 で

の 使 用 態 様 の よ う に 、 使 用 頻 度 が あ ま り 多 く な い 場 合 は 錆 発 生 等 の 可 能 性 も あ る の で 、 強

度 、 切 れ 味 の 点 で は 若 干 難 が あ る が 、 Ｓ Ｕ Ｓ ４ ２ ０ － Ｊ ２ 、 ４ ４ ０ Ａ 鋼 、 ４ ４ ０ Ｂ 鋼 、 ４

４ ０ Ｃ 鋼 、 １ ５ ４ Ｃ Ｍ 鋼 、 Ｙ Ｓ Ｓ Ａ Ｔ Ｓ － ３ ４ 鋼 等 の ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ） 系 の 材 料 の

方 が 好 ま し い 。 ス テ ン レ ス 鋼 の 内 、 家 庭 用 品 に 使 用 さ れ る Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ は 、 錆 び に く い が

、 通 常 の 熱 処 理 を し て も 刃 物 と し て の 焼 き が 入 ら な い の で 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２

５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 材 料 と し て は 好 ま し く な い 。 但 し 、 目 的 や 要 求 さ れ る 仕 様 に 依 存 す る

の で 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 材 料 と し て の Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 使 用

を 常 に 完 全 に 否 定 す る 理 由 は な い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 厚 さ は 、 例 え ば 、 マ グ ネ ス ・ テ

イ ラ ー 硬 度 計 に よ る 貫 入 試 験 に よ る 果 肉 硬 度 が ２ ～ ８ ｋ ｇ 程 度 の 果 実 で あ れ ば 、 ０ ． ８ ｍ

ｍ 以 上 、 １ ． ２ ｍ ｍ 以 下 が 好 ま し い 。 果 肉 硬 度 が ２ ～ ８ ｋ ｇ 程 度 の 果 実 の 場 合 、 ブ レ ー ド

２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 厚 さ が ０ ． ８ ｍ ｍ 以 下 の 場 合 、 縦 方 向 、 横 方 向 、
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斜 め 方 向 の い ず れ か 若 し く は 複 数 方 向 に ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ が

よ じ れ る 可 能 性 が 高 く 、 垂 直 に 切 る こ と が 難 し く な る 。 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ

， … ， ２ ５ ｇ の 厚 さ が １ ． ２ ｍ ｍ 以 上 の 場 合 、 果 肉 硬 度 に よ る ブ レ ー ド の 厚 み 方 向 の 応 力

や 刃 先 面 に 垂 直 方 向 の 応 力 が 発 生 す る の で ス ラ イ ス 加 工 に 過 度 な ス ラ イ ス 圧 力 が 必 要 と な

り 、 現 実 的 で は な く な る 。 な お 、 果 肉 硬 度 が ２ ｋ ｇ 程 度 以 下 の 果 実 で あ れ ば 、 ブ レ ー ド ２

５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 厚 さ を １ ． ２ ｍ ｍ 以 上 に す る こ と も 可 能 で あ る が 、

あ ま り 厚 い ブ レ ー ド は ス ラ イ ス 加 工 時 の 被 加 工 物 ３ の 加 工 残 渣 に よ る 損 失 が 増 え る の で 好

ま し く な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ に お い て 、 峰 か ら 刃 先 方 向 に 定 義 さ れ る ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２

５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 幅 （ 身 幅 ） は 、 １ ５ ～ ２ ５ ｍ ｍ 程 度 、 例 え ば ２ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 図

２ に 示 す と お り 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ の 刃 先 の 高 さ は 、 隣 接 す る ブ レ ー ド ２ ５ ｂ の 峰 の 高 さ よ

り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 分 高 い 。 ブ レ ー ド ２ ５ ｂ の 刃 先 の 高 さ は 、 隣 接 す る ブ レ ー

ド ２ ５ ｃ の 峰 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 2 分 高 く 、 ブ レ ー ド ２ ５ ｃ の 刃 先 の 高

さ は 、 隣 接 す る ブ レ ー ド ２ ５ ｄ の 峰 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 3 分 高 い 。 ブ レ

ー ド ２ ５ ｄ の 峰 の 高 さ は 、 隣 接 す る ブ レ ー ド ２ ５ ｅ の 刃 先 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ

プ Δ Ｈ 3 分 低 い 。 ブ レ ー ド ２ ５ ｅ の 峰 の 高 さ は 、 隣 接 す る ブ レ ー ド ２ ５ ｆ の 刃 先 の 高 さ よ

り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 2 分 低 く 、 ブ レ ー ド ２ ５ ｆ の 峰 の 高 さ は 、 隣 接 す る ブ レ ー ド

２ ５ ｇ の 刃 先 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 分 低 い 。 刃 幅 （ 身 幅 ） ２ ０ ｍ ｍ 程 度

に お い て 、 刃 幅 方 向 （ 図 ２ に お い て 上 下 方 向 ） に 定 義 さ れ る ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ，

Δ Ｈ 2 ， Δ Ｈ 3 は ５ ～ ６ ｍ ｍ 程 度 、 即 ち ス ラ イ ス 幅 の ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ 程 度 が 望 ま し い 。 ブ レ

ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ， Δ Ｈ 2 ， Δ Ｈ 3 が ５ ｍ ｍ 以 下 の 場 合 、 又 は ス ラ イ ス 幅 の ２ ５ ％ 以 下

の 場 合 、 ス ラ イ ス 加 工 時 に ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 厚 み に よ り 、

被 加 工 物 ３ か ら ス ラ イ ス 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 発 生 す る 応 力 の 逃 げ る 方 向 が 十 分 で は な く

な る た め 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 破 損 の 原 因 、 若 し く は 被 加 工

物 ３ を ス ラ イ ス す る の に 過 度 な ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ が 必 要 に な り 、 ス ラ イ ス 加 工 が 困 難 に な り

、 比 較 例 １ の 場 合 と 同 様 な 問 題 が 発 生 す る 。 一 方 、 ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ， Δ Ｈ 2 ， Δ

Ｈ 3 が ６ ｍ ｍ 以 上 の 場 合 、 又 は ス ラ イ ス 幅 の ５ ０ ％ 以 上 の 場 合 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス し

て い る 最 中 に 、 被 加 工 物 ３ の ス ラ イ ス 片 が 互 い に ず れ て し ま い 、 被 加 工 物 ３ が 垂 直 に 切 れ

な い 虞 が あ る 。 図 ２ に お い て 、 ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ＝ Δ Ｈ 2 ＝ Δ Ｈ 3 ＝ Δ Ｈ （ 一 定 ）

と し て も よ く 、 ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ， Δ Ｈ 2 ， Δ Ｈ 3 の 値 が 一 部 に 互 い に 異 な る 関 係

を 含 ん で い て も よ く 、 互 い に 、 す べ て 異 な っ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 実 際 に は 、 図 ３ （ ａ ） の 正 面 図 に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ

ー を 構 成 す る 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ は 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 大 き さ

の 等 し い 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ と 対 を な し て い る 。 よ っ て 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定

側 板 ２ ２ ｂ は 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 相 似 形 で あ り 、 そ の 上 部 を 除 く と 、 先 端

部 を 切 り 欠 い た 下 向 き の ２ 等 辺 三 角 形 の 形 状 を な し て い る 。 こ の た め 、 複 数 の ブ レ ー ド ２

５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ は 、 同 時 に 並 進 移 動 す る よ う に 、 そ れ ら の 両 側 を そ れ

ぞ れ 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ に 固 定 さ れ る よ う

に 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ と の 間 に 配 置 さ れ て

い る 。 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ の 上 部 の 中 央 に は 、 ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印 加 す る 第 １

の フ ッ ク ２ １ ａ が 設 け ら れ 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 上 部 の 中 央 に は 、 ス ラ イ ス

圧 力 Ｐ を 印 加 す る 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ に は 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ 、 第 ２ の フ ッ ク

２ １ ｂ に は 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ て お り 、 ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印 加

す る こ と に よ り 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ に よ っ て そ れ ぞ れ 導 か

れ て 、 カ ッ タ ー 部 ２ が 鉛 直 方 向 に 押 し 下 げ ら れ 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ

， … ， ２ ５ ｇ が 、 そ れ ぞ れ の 刃 先 線 を 水 平 方 向 に 維 持 し て 、 同 時 に 鉛 直 方 向 に 並 進 移 動 す
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る 。 図 ３ （ ｂ ） は 図 ３ （ ａ ） の 右 側 面 図 で あ る が 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ の フ ッ

ク ２ １ ｂ は 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 円 柱 部 分 と こ の 円 柱 部 分 の 下

端 部 に 貫 通 穴 を 共 通 に し て 設 け ら れ た 板 状 の 加 圧 プ レ ー ト を 備 え る 。 図 ３ （ ａ ） の 正 面 図

か ら 理 解 で き る よ う に 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ も 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ を 通 す 貫 通 穴 が 設

け ら れ た 円 柱 部 分 と こ の 円 柱 部 分 の 下 端 部 に 貫 通 穴 を 共 通 に し て 設 け ら れ た 板 状 の 加 圧 プ

レ ー ト を 備 え る 。 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ で カ ッ タ ー 部 ２ の 「 加 圧 補

助 手 段 」 を 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ３ （ ａ ） に 示 し た 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー に 用 い る ブ レ ー ド ２ ５ ａ

は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に ブ レ ー ド ２ ５ ａ の 両 側 に 矩 形 板 状 の 固 定 用 凸 部 を 有 す る の で

、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ は 、 全 体 の 形 状 と し て は 、 上 部 の 「 峰 」 及 び 「 平 」 の 部 分 側 が 下 部 の 刃

先 側 に 比 し て 横 方 向 （ 刃 渡 り 方 向 ） に 長 い 、 横 長 の Ｔ 字 形 状 を な し て い る 。 図 ４ （ ｂ ） に

示 し た ブ レ ー ド ２ ５ ａ の 左 側 の 固 定 用 凸 部 の 横 方 向 の 突 出 長 さ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 第 １

の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ の 厚 さ に 等 し く 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 し た ブ レ ー ド ２ ５ ａ の 右 側 の

固 定 用 凸 部 の 横 方 向 の 突 出 長 さ は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 厚

さ に 等 し い 。 ブ レ ー ド ２ ５ ａ の 左 側 の 固 定 用 凸 部 は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 第 １ の ブ レ ー ド 固

定 側 板 ２ ２ ａ の 固 定 用 貫 通 溝 に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 し た ブ レ ー ド ２ ５ ａ

の 右 側 の 固 定 用 凸 部 は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 固 定 用 貫 通 溝

に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 示 を 省 略 し て い る が 、 他 の ブ レ ー ド ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ ． … ， ２ ５ ｇ も 同 様 に 、

そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 両 側 に 矩 形 板 状 の 固 定 用 凸 部 を 有 し た 横 長 の Ｔ 字 形 状 で あ り 、 そ れ

ぞ れ の ブ レ ー ド の 左 側 の 固 定 用 凸 部 は 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ の 固 定 用 貫 通 溝 に 挿

入 さ れ て 固 定 さ れ 、 そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 右 側 の 固 定 用 凸 部 は 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２

２ ｂ の 固 定 用 貫 通 溝 に 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 。 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ

． … ， ２ ５ ｇ の 刃 先 の 研 ぎ 直 し 等 の メ ン テ ナ ン ス を 考 慮 す れ ば 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ

， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ ． … ， ２ ５ ｇ の 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ 及 び 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定

側 板 ２ ２ ｂ の そ れ ぞ れ の 固 定 用 貫 通 溝 へ の 固 定 手 段 は 、 一 定 の 機 械 的 強 度 が 達 成 で き れ ば

、 取 り 外 し 可 能 な 方 法 が 好 ま し い 。 刃 先 の 研 ぎ 直 し が 必 要 で な く 、 更 に 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ

， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ ． … ， ２ ５ ｇ が ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ） 等 の 耐 食 性 に 優 れ た 金

属 で あ れ ば 、 溶 接 に よ る 固 定 用 貫 通 溝 へ の 固 定 で も 構 わ な い が 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ

， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ ． … ， ２ ５ ｇ が 鉄 等 の 耐 食 性 が 劣 る 金 属 の 場 合 は 、 錆 が 発 生 す る 可 能 性

が あ る の で 、 ネ ジ 止 め 等 、 取 り 外 し 可 能 な 固 定 手 段 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ５ ～ 図 ７ に 示 す と お り 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 第 １ の ガ イ ド 棒

１ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ は 、 ま な 板 部 １ を 構 成 す る 底 板 １ １ に 、 そ れ ぞ れ 下 側 の

端 部 を 溶 接 、 蝋 付 け 、 焼 き ば め 、 若 し く は ネ ジ 止 め 等 に よ り 固 定 さ れ 、 底 板 １ １ に 対 し 垂

直 方 向 に 直 立 し て い る 一 対 の 棒 状 の 部 材 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ６ に 示 し た 正 面 図 の 右 側 面 図

で あ り 、 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ の み が 示 さ れ て い る が 、 図 ６ の 正 面 図 か ら は 、 互 い に 平 行

な 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ と 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ と が 、 対 を な し て 、 そ れ ぞ れ 底 板 １ １ に

垂 直 方 向 に 設 け ら れ て い る こ と が 理 解 で き る 。 図 １ で は 、 板 状 の 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １

４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ を 例 示 し た が 、 台 座 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ は 、 板 状 の 形

状 以 外 に 、 図 ６ の 正 面 図 に 示 す よ う に 、 棒 状 の フ レ ー ム の 上 部 で 被 加 工 物 ３ を 支 持 す る よ

う に し 、 フ レ ー ム の 内 部 を 中 空 に し て も よ い 。 図 ５ ～ 図 ７ に 示 す と お り 、 対 を な す 第 １ の

ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ の そ れ ぞ れ 上 側 の 端 部 は 、 懸 架 梁 １ ３ に よ り 固

定 さ れ 、 機 械 的 強 度 を 補 強 し て い る 。 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ を

、 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト を 用 い て 底 板 １ １ に 固 定 す れ ば 、 ま な 板 部 １ の 分 解 が 容 易 に な る 。 同

様 に 、 懸 架 梁 １ ３ の 両 側 の 端 部 に ネ ジ 孔 を 設 け て 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ

ド 棒 １ ２ ｂ の そ れ ぞ れ 上 側 の 端 部 を 懸 架 梁 １ ３ に 、 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト を 用 い て 固 定 す れ ば

、 ま な 板 部 １ の 分 解 が 容 易 に な る の で 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の メ ン
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テ ナ ン ス 性 能 が 向 上 す る 。 特 に 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ を 参 照 す る と 分 か る よ う に 、 カ ッ タ ー 部

２ を ま な 板 部 １ か ら 取 り 外 す 場 合 は 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ と

底 板 １ １ と の 接 続 箇 所 、 又 は 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ と 懸 架 梁 １

３ と の 接 続 箇 所 の 少 な く と も １ 方 の 接 続 箇 所 が 、 分 解 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ３ を 用 い て 既 に 説 明 し た と お り 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 構 成 す

る カ ッ タ ー 部 ２ に は 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ

と 、 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ が 両 側 に 備 え ら

れ て い る の で 、 両 側 に お い て 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ に そ れ ぞ れ ス ラ

イ ス 圧 力 Ｐ を 同 時 に 印 加 す る こ と に よ り 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２

ｂ に よ っ て そ れ ぞ れ 導 か れ て 、 カ ッ タ ー 部 ２ が ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 向 か っ て 鉛 直 方 向 に

押 し 下 げ ら れ 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ が 、 そ れ ぞ れ の 刃 先

線 を 水 平 方 向 に 維 持 し て 、 同 時 に 鉛 直 方 向 に 並 進 移 動 し て 、 被 加 工 物 ３ が ス ラ イ ス 加 工 さ

れ る 。 な お 、 懸 架 梁 １ ３ は 、 図 ６ に 示 す よ う な 台 形 の リ ブ 状 （ 肋 骨 状 ） に 限 定 さ れ る も の

で は な く 、 真 っ 直 ぐ な 棒 状 、 ア ー チ 状 或 い は Ω 型 状 の 形 状 等 種 々 の 形 状 が 採 用 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の ま な 板 部 １ を 構 成 す る 底 板 １ １ 、 台 座 １ ４

ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 、 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ 及 び 懸

架 梁 １ ３ の 材 料 と し て は 、 鉄 等 の 金 属 若 し く は プ ラ ス チ ッ ク 系 の 材 料 が 使 用 可 能 で あ る 。

強 度 面 で は 、 ま な 板 部 １ の 材 料 と し て は 、 鉄 や ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ） 等 の 金 属 が 望 ま し

い が 、 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 一 般 家 庭 な ど で 使 用 す る 場 合 は 、 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 収 納

や 持 ち 運 び が 想 定 さ れ る こ と か ら プ ラ ス チ ッ ク 系 の 材 料 で も 十 分 対 応 可 能 で あ る 。 特 に 、

並 列 一 括 ス ラ イ サ ー で リ ン ゴ の 果 実 を ス ラ イ ス す る 目 的 の た め に は 、 ま な 板 部 １ に は 酸 や

水 の 影 響 を 受 け に く い 材 料 が 適 し て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ８ は 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 被 加 工 物 ３ を 搭 載 し 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 複 数 の ブ レ ー ド ２

５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 内 、 一 番 下 に 位 置 す る ブ レ ー ド ２ ５ ｄ の 刃 先 が 、 被

加 工 物 ３ に 接 し 、 被 加 工 物 ３ の ス ラ イ ス 作 業 を 開 始 す る 直 前 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 。 一 方

、 図 ９ は 、 カ ッ タ ー 部 ２ を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 向 け て 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 複

数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ が 、 そ れ ぞ れ の 刃 先 線 を 水 平 方 向 に 維

持 し て 、 同 時 に 鉛 直 方 向 に 並 進 移 動 し 、 被 加 工 物 ３ を ８ 枚 の ス ラ イ ス 片 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ

， … ， ３ ｈ に ス ラ イ ス 加 工 し て 、 分 離 が 完 了 す る 直 前 状 態 を 示 す 。 図 ９ で は カ ッ タ ー 部 ２

の 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 内 、 一 番 上 に 位 置 す る ブ レ ー ド

２ ５ ａ と ブ レ ー ド ２ ５ ｇ の 刃 先 が 、 被 加 工 物 ３ を 貫 通 し 、 被 加 工 物 ３ の 外 周 に 到 達 し た 状

態 で あ る が 、 こ の 状 態 で は 、 カ ッ タ ー 部 ２ が ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 押 し 下 げ ら れ た

結 果 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 が 、 台 座 １

４ ａ と 台 座 １ ４ ｂ と の 間 、 台 座 １ ４ ｂ と 台 座 １ ４ ｃ と の 間 、 台 座 １ ４ ｃ と 台 座 １ ４ ｄ と の

間 、 … （ 中 略 ） … 台 座 １ ４ ｇ と 台 座 １ ４ ｈ と の 間 に 位 置 し 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５

ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 が ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 設 け ら れ た 溝 に 挿 入 又

は 到 達 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ９ に 示 し た ス ラ イ ス 加 工 に よ る 分 離 が 完 了 す る 直 前 の 状 態 で は 、 一 番 下 に 位 置 す る ブ

レ ー ド ２ ５ ｄ は 、 ブ レ ー ド ２ ５ ｄ の 刃 先 だ け で な く 、 ブ レ ー ド ２ ５ ｄ の 全 体 が 、 台 座 １ ４

ｄ と 台 座 １ ４ ｅ と の 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 カ ッ タ ー 部 ２ の 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ

， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 内 、 下 か ら ２ 番 目 に 位 置 す る ブ レ ー ド ２ ５ ｃ 及 び ブ レ ー ド ２ ５ ｅ

も 、 ス ラ イ ス 加 工 が 分 離 が 完 了 す る 直 前 の 状 態 で は 、 カ ッ タ ー 部 ２ が 押 し 下 げ ら れ た 結 果

、 ブ レ ー ド ２ ５ ｃ 及 び ブ レ ー ド ２ ５ ｅ の そ れ ぞ れ の 刃 先 部 分 だ け で な く 、 ブ レ ー ド ２ ５ ｃ

及 び ブ レ ー ド ２ ５ ｅ の 「 平 」 の 部 分 ま で 含 め 、 即 ち 、 ブ レ ー ド ２ ５ ｃ 及 び ブ レ ー ド ２ ５ ｅ

の 刃 先 側 か ら 半 分 以 上 の 部 分 が 、 台 座 １ ４ ｃ と 台 座 １ ４ ｄ の 間 、 及 び 台 座 １ ４ ｅ と 台 座 １
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４ ｆ の 間 に 挿 入 さ れ て い る 。 図 ９ に 示 す と お り 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 複 数 の 溝 が 設 け ら

れ て い る の で 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ が 被 加 工 物 ３ を 貫 通

し た 後 も 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 を 損 傷

す る こ と な く 、 ス ラ イ ス 加 工 が 完 了 で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ９ か ら 分 か る と お り 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー で は 、 ブ レ ー ド ２ ５

ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 と 、 そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド に 隣 接 す る 他

の ブ レ ー ド （ 下 方 に 位 置 す る ブ レ ー ド ） の 峰 と の 間 に ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ が 存 在 す る よ う

な 関 係 で 、 そ れ ぞ れ 配 列 さ れ て い る の で 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ

の 厚 み に よ る 被 加 工 物 ３ か ら の ブ レ ー ド の 厚 み 方 向 の 応 力 及 び 刃 先 面 に 垂 直 方 向 の 応 力 を

緩 和 す る こ と が で き る 。 図 ９ で は 、 一 番 下 に 位 置 す る ブ レ ー ド ２ ５ ｄ の 直 上 の 被 加 工 物 ３

の ス ラ イ ス 片 ３ ｄ と ス ラ イ ス 片 ３ ｅ の 間 に 生 じ た ギ ャ ッ プ が 、 ブ レ ー ド ２ ５ ｄ の 幅 よ り 狭

く な っ て お り 、 ス ラ イ ス 方 向 に 垂 直 に 発 生 す る 被 加 工 物 ３ か ら の 応 力 が 緩 和 さ れ て い る こ

と が 分 か る 。 又 ブ レ ー ド ２ ５ ｂ の 直 上 の ス ラ イ ス 片 ３ ｂ と ス ラ イ ス 片 ３ ｃ の 間 に 生 じ た ギ

ャ ッ プ が 、 上 部 に 行 く に 従 い 狭 く な っ て お り 、 ス ラ イ ス 方 向 に 垂 直 に 発 生 す る 被 加 工 物 ３

か ら の 応 力 が 緩 和 さ れ て い る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ， Δ Ｈ 2 ， Δ

Ｈ 3 を ５ ～ ６ ｍ ｍ 程 度 、 即 ち ス ラ イ ス 幅 の ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ 程 度 に 設 計 す る こ と に よ り 、 図

９ に 示 し た と お り 、 先 行 す る ブ レ ー ド の 刃 厚 に よ る ス ラ イ ス 方 向 に 垂 直 方 向 の 応 力 が 働 い

た 後 に 、 隣 接 す る 次 の ブ レ ー ド の 刃 先 が 入 っ て い く よ う に な る の で 、 小 さ な ス ラ イ ス 圧 力

Ｐ に よ り 、 簡 単 に ス ラ イ ス 加 工 が 可 能 に な る 。 よ っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス

ラ イ サ ー に よ れ ば 、 例 え ば 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 を 用 い た 貫 入 試 験 に よ っ て 得 ら れ

る 硬 度 が ２ ｋ ｇ 程 度 以 上 と な る よ う な 、 リ ン ゴ 等 の 果 肉 硬 度 の 高 い 被 加 工 物 で あ っ て も 、

カ ッ タ ー 部 ２ を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 （ 鉛 直 方 向 ： 図 １ に お い て 下 向 き 方 向 ） に 向 け

て 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 過 度 な ス ラ イ ス 圧 力 を 必 要 と せ ず 、 １ 回 の 単 純 な 加 圧 作 業 で 、

カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 し て い る 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ に よ っ

て 、 被 加 工 物 ３ か ら の 応 力 を 緩 和 し な が ら 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス す る こ と が で き る の で

、 ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 低 減 す る こ と が 可 能 に な る 。 例 え ば 、 直 径 ７ ． ９ ｍ ｍ の シ リ ン ダ を 用

い た マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 の シ リ ン ダ の 貫 入 試 験 の 抵 抗 力 の ３ ～ ５ 倍 の 押 し 下 げ 強 度

に 相 当 す る 力 で 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス す る こ と が で き る 。 更 に 、 被 加 工 物 ３ か ら の 応 力

が 緩 和 さ れ る の で 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 曲 が り 等 の 損 傷 も 抑

制 で き 、 製 品 寿 命 を 長 く す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 に お い て 説 明 し た と お り 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー に よ れ ば 、 カ

ッ タ ー 部 ２ を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 押 し 下 げ る と い う 、 １ 回 の 単 純 な 加 圧 作 業 で 、

カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 し て い る 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 刃 先

が 、 そ れ ぞ れ の 刃 先 線 を 水 平 方 向 に 維 持 し た ま ま 、 同 時 に 並 進 移 動 し 、 被 加 工 物 ３ を そ れ

ぞ れ 貫 通 し 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 設 け ら れ た 複 数 の 溝 に 挿 入 又 は 到 達 し 、 図 １ ０ に 示 す

よ う に 、 被 加 工 物 ３ を 互 い に 平 行 な 面 を 有 す る ス ラ イ ス 片 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ ， … ， ３ ｈ に

ス ラ イ ス 加 工 で き る 。 仮 に 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ

ぞ れ の ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ＝ Δ Ｈ 2 ＝ Δ Ｈ 3 ＝ ０ ｍ ｍ と し た 場 合 に お い て は 、 ブ レ ー

ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 厚 み に よ る 、 ス ラ イ ス 方 向 に 垂 直 に 発 生 す る 被

加 工 物 ３ か ら の 応 力 を 緩 和 す る 逃 げ 道 が 十 分 で は な く 、 被 加 工 物 ３ の ス ラ イ ス 加 工 に 非 常

に 大 き な ス ラ イ ス 圧 力 を 要 す る の で 、 比 較 例 １ と 同 様 な 状 況 が 発 生 す る 。 又 、 比 較 例 １ 及

び ２ と は 異 な り 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー に お い て は 、 そ れ ぞ れ の 刃 先

線 が 水 平 方 向 に 維 持 さ れ て い る の で 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５

ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 に 付 与 さ れ る ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ の 方 向 が 、 刃 先 線 の 方 向 に 対 し て 垂 直 と

な る た め 、 よ り 小 さ な ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ で 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス す る こ と が で き る 。 特 に

、 カ ッ タ ー 部 ２ を 、 人 間 の 力 が 有 効 に 発 揮 し 易 い 鉛 直 方 向 に 押 し 下 げ れ ば よ い の で 、 刃 先
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線 を 水 平 方 向 に 維 持 し た 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ に よ っ て 、

家 庭 の 主 婦 等 が 簡 単 に リ ン ゴ 等 の 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 １ ０ は 、 被 加 工 物 ３ と し て の リ ン ゴ を 、 互 い に 平 行 な ス ラ イ ス 片 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ ，

… ， ３ ｈ に ス ラ イ ス 加 工 し た 状 態 を 模 式 的 に 示 す が 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ

イ サ ー に よ れ ば 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 を 用 い た 貫 入 試 験 に よ っ て 得 ら れ る 硬 度 が ２

ｋ ｇ 程 度 以 上 と な る リ ン ゴ 等 の 果 肉 硬 度 の 高 い 被 加 工 物 ３ で あ っ て も 、 小 さ な ス ラ イ ス 圧

力 Ｐ に よ り 、 簡 単 に 、 互 い に 平 行 な 複 数 の ス ラ イ ス 片 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ ， … ， ３ ｈ に ス ラ

イ ス で き る 。 従 来 の よ う に 、 リ ン ゴ を 放 射 状 に 縦 割 り す る の で は な く 、 図 １ ０ に 示 す よ う

に 、 １ ｃ ｍ 程 度 の 厚 さ に 輪 切 り に 平 行 に ス ラ イ ス し て 、 複 数 枚 の ス ラ イ ス 片 ３ ａ ， ３ ｂ ，

３ ｃ ， … ， ３ ｈ に 分 離 す れ ば 、 リ ン ゴ の 皮 が 食 べ や す く な る 。 よ っ て 、 リ ン ゴ の 皮 に 含 ま

れ る ア ン ト シ ア ニ ン 等 の ポ リ フ ェ ノ ー ル を 有 効 に 人 間 が 摂 取 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 １ １ ～ 図 １ ３ は 、 ス ラ イ ス 加 工 完 了 後 に カ ッ タ ー 部 ２ が 一 番 下 の 位 置 ま で 押 し 下 げ ら

れ た 状 態 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 全 景 の 模 式 図 の 一 例 で あ る 。 図 １

１ は 、 図 １ ２ に 示 し た 正 面 か ら 見 た 全 体 図 の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 で あ り 、 第 ２ の ガ イ ド

棒 １ ２ ｂ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ に 誘 導 さ れ る 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ 側 の 図 の

み が 示 さ れ て い る が 、 図 １ ２ の 正 面 か ら 見 た 全 体 図 か ら は 、 互 い に 平 行 な 第 １ の ガ イ ド 棒

１ ２ ａ と 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ と が 、 対 を な し て 、 そ れ ぞ れ 底 板 １ １ に 垂 直 方 向 に 設 け ら

れ 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ が 第 １ の ブ レ ー

ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ の 上 部 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 第

２ の フ ッ ク ２ １ ｂ が 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 上 部 に 接 続 さ れ て い る こ と が 分 か る

。 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の そ れ ぞ れ に 板 状 に 設 け ら れ た 加 圧 プ レ ー

ト に 、 そ れ ぞ れ ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印 加 す る こ と に よ り 、 カ ッ タ ー 部 ２ が 鉛 直 方 向 に 押 し 下

げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 １ ３ の 上 面 か ら 見 た 全 体 図 か ら 分 か る よ う に 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 一 部 を 構 成 す る 第 １ の

ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の そ れ ぞ れ の 一 方 の 端 部 （ 図 １

３ に お い て 下 側 の 端 部 ） は 前 板 ２ ６ ａ の 両 側 の 端 部 に 溶 接 、 蝋 付 け 、 焼 き ば め 、 若 し く は

ネ ジ 止 め 等 に よ り 接 続 さ れ 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２

２ ｂ の そ れ ぞ れ の 他 方 の 端 部 （ 図 １ ３ に お い て 上 側 の 端 部 ） は 後 板 ２ ６ ｂ の 両 側 の 端 部 に

溶 接 、 蝋 付 け 、 焼 き ば め 、 若 し く は ネ ジ 止 め 等 に よ り 接 続 さ れ て 、 全 体 と し て 矩 形 形 状 を

な し て い る 。 図 １ １ の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 に は 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 上 部

に お い て 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 一 方 の 端 部 の 上 部 （ 図 １ １ に お い て 左 側 の 端

部 の 上 部 ） が 前 板 ２ ６ ａ に 接 続 さ れ 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 他 方 の 端 部 の 上 部

（ 図 １ １ に お い て 上 側 の 端 部 の 上 部 ） が 後 板 ２ ６ ｂ に 接 続 さ れ て い る 状 態 を 示 し て い る 。

図 １ ２ の 正 面 か ら 見 た 全 体 図 に は 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 上 部 に お い て 、 前 板 ２ ６ ａ が 第 １ の ブ

レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ に 挟 ま れ て お り 、 前 板 ２ ６ ａ の 両

端 が 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ

て い る 状 態 が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 即 ち 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ 、 前 板 ２ ６ ａ 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ 及

び 後 板 ２ ６ ｂ で 構 成 さ れ る 矩 形 の 枠 組 み に よ っ て 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 上 部 は 機 械 的 強 度 を 維

持 し て い る 。 こ の 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ 、 前 板 ２ ６ ａ 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板

２ ２ ｂ 及 び 後 板 ２ ６ ｂ で 構 成 さ れ る 矩 形 の 枠 組 み は 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 「 ブ レ ー ド 保 持 手 段

」 を 構 成 し て い る 。 構 造 的 に は 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ は 、 カ ッ タ

ー 部 ２ の 上 部 に お い て 、 そ れ ぞ れ こ の 矩 形 の 枠 組 み に 固 定 さ れ て い る 。 よ っ て 、 第 １ の フ

ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の そ れ ぞ れ に 板 状 に 設 け ら れ た 加 圧 プ レ ー ト に 、 そ れ

ぞ れ 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 を 用 い た 貫 入 試 験 に よ っ て 得 ら れ る 硬 度 が ２ ｋ ｇ 程 度 以

上 と な る リ ン ゴ 等 の 果 肉 硬 度 の 高 い 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス 加 工 す る に 必 要 な ス ラ イ ス 圧 力
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Ｐ を 印 加 し て も 、 所 定 の 機 械 的 強 度 を 維 持 で き る の で 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 鉛 直 方 向 に 押 し 下

げ る こ と に よ り 、 被 加 工 物 ３ を 互 い に 平 行 な 複 数 の ス ラ イ ス 片 に 分 離 す る よ う に 、 ス ラ イ

ス 加 工 で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 す る 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ 、 前 板 ２ ６ ａ 、 第 ２ の ブ レ ー ド

固 定 側 板 ２ ２ ｂ 、 後 板 ２ ６ ｂ 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の 材 料 と し て

は 、 鉄 等 の 金 属 若 し く は プ ラ ス チ ッ ク 系 の 材 料 が 好 ま し い 。 機 械 的 強 度 面 で は 、 カ ッ タ ー

部 ２ の 材 料 と し て は 、 鉄 や ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ） 等 の 金 属 が 望 ま し い が 、 ま な 板 部 １ と

同 様 に 、 一 般 家 庭 な ど で 使 用 す る 場 合 は 収 納 の た め 、 持 ち 運 ぶ こ と も 想 定 さ れ る こ と か ら

プ ラ ス チ ッ ク 系 の 材 料 で も 十 分 対 応 可 能 で あ る 。 特 に 、 リ ン ゴ 等 の 果 実 を ス ラ イ ス す る 目

的 か ら は 、 酸 や 水 の 影 響 を 受 け に く い 材 料 が 適 し て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ９ に 示 し た と お り 、 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス 加 工 す る と い う 機 能 の み に 着 目 す れ ば 、 カ

ッ タ ー 部 ２ を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 向 け て 押 し 下 げ た 状 態 で 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５

ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 が 、 台 座 １ ４ ａ と 台 座 １ ４ ｂ と の 間 、

台 座 １ ４ ｂ と 台 座 １ ４ ｃ と の 間 、 台 座 １ ４ ｃ と 台 座 １ ４ ｄ と の 間 、 … （ 中 略 ） … 台 座 １ ４

ｇ と 台 座 １ ４ ｈ と の 間 に 位 置 し 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の

そ れ ぞ れ の 刃 先 が ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 設 け ら れ た 溝 に 挿 入 又 は 到 達 す る よ う に 構 成 し て

お け ば 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ が 被 加 工 物 ３ を 貫 通 し た 後

も 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 が 損 傷 す る こ

と が 防 止 で き る 。 し か し な が ら 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ ー 部 ２ を ス ラ イ ス

加 工 完 了 の 高 さ か ら 更 に 下 方 に 押 し 下 げ 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ，

２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 全 体 が 、 台 座 １ ４ ａ と 台 座 １ ４ ｂ と の 間 、 台 座 １ ４ ｂ と 台 座 １ ４ ｃ と

の 間 、 台 座 １ ４ ｃ と 台 座 １ ４ ｄ と の 間 、 … （ 中 略 ） … 台 座 １ ４ ｇ と 台 座 １ ４ ｈ と の 間 に 位

置 す る よ う に し て お け ば 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 収 納 時 や 梱 包 ・ 運

搬 時 の 全 体 の 大 き さ を コ ン パ ク ト に で き る と い う 有 利 な 効 果 を 奏 す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 《 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 》

　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー は 、 ス ラ イ ス 幅 毎 に 平 行 に

配 置 さ れ た 複 数 の 溝 を 有 し 、 被 加 工 物 を 搭 載 す る ま な 板 部 （ 俎 板 部 ） １ と 、 そ れ ぞ れ の ブ

レ ー ド の 刃 先 を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 向 け 、 少 な く と も そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 刃 先

が 複 数 の 溝 に そ れ ぞ れ 挿 入 可 能 な よ う に 平 行 に 配 置 さ れ 、 上 方 に 位 置 す る ブ レ ー ド の 刃 先

と 隣 接 す る 他 の （ 下 方 に 位 置 す る ） ブ レ ー ド の 峰 と の 間 に ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ が 存 在

す る よ う な 関 係 で 、 そ れ ぞ れ 配 列 さ れ た 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２

５ ｇ を 有 す る カ ッ タ ー 部 ２ と を 備 え る 点 で は 、 基 本 的 に 図 １ ～ 図 １ ３ に 示 し た 第 １ の 実 施

形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と 同 様 で あ る 。 し か し な が ら 、 図 １ ４ に 示 す と お り 、 カ ッ

タ ー 部 ２ の 一 部 を 構 成 す る 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ の 下 端 部 に 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ を 通 す 貫

通 穴 が 設 け ら れ た 円 筒 状 の 第 １ の 鞘 部 ２ ７ ａ が 接 続 さ れ 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 他 の 一 部 を 構 成

す る 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の 下 端 部 に 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 円 筒

状 の 第 ２ の 鞘 部 ２ ７ ｂ が 接 続 さ れ て い る 点 で 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー

と は 異 な る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 構 成 す る 第

１ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ と が 対 を な し 互 い に 対 向 し

て 配 置 さ れ て い る 点 で は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と 同 様 で あ る 。 第 １

の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ の 上 部 の 中 央 に は 、 ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印 加 す る 第 １ の フ ッ ク ２

１ ａ が 設 け ら れ 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 上 部 の 中 央 に は 、 ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印

加 す る 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ が 設 け ら れ 、 更 に 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ の 下 端 部 に 第 １ の 鞘 部

２ ７ ａ が 接 続 さ れ 、 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の 下 端 部 に 第 ２ の 鞘 部 ２ ７ ｂ が 接 続 さ れ 、 第 １ の

鞘 部 ２ ７ ａ 及 び 第 ２ の 鞘 部 ２ ７ ｂ が 、 そ れ ぞ れ ま な 板 部 １ の 高 さ と 同 程 度 の 長 い 円 筒 状 を
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な し て い る の で 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ の 加 圧 プ レ ー ト 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の 加 圧 プ レ

ー ト に ス ラ イ ス 圧 力 を 印 加 し た 場 合 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ の 外 径 と 第 １ の 鞘 部 ２ ７ ａ の

内 径 と の 遊 び （ ク リ ア ラ ン ス ） 、 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ の 外 径 と 第 ２ の 鞘 部 ２ ７ ｂ の

内 径 と の 遊 び （ ク リ ア ラ ン ス ） を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な り 、 よ り 精 度 の 高 い ス ラ イ ス

加 工 が 可 能 に な る 。 他 は 、 既 に 説 明 し た 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と 実 質

的 に 同 様 で あ る の で 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 以 上 の と お り 、 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー に よ れ ば 、 第 １ の 実

施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と 同 様 に 、 カ ッ タ ー 部 ２ を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に

押 し 下 げ る と い う 、 １ 回 の 単 純 な 加 圧 作 業 で 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 し て い る 複 数 の ブ レ ー

ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ ， … の 刃 先 が 、 そ れ ぞ れ の 刃 先 線 を 水 平 方 向 に 維 持 し

た ま ま 、 同 時 に 並 進 移 動 し 、 被 加 工 物 を そ れ ぞ れ 貫 通 し 、 ま な 板 部 １ の 搭 載 面 に 設 け ら れ

た 複 数 の 溝 に 挿 入 又 は 到 達 し 、 被 加 工 物 を 互 い に 平 行 な 面 を 有 す る ス ラ イ ス 片 に ス ラ イ ス

加 工 で き る 。 更 に 、 カ ッ タ ー 部 ２ を ス ラ イ ス 加 工 完 了 の 高 さ か ら 更 に 下 方 に 押 し 下 げ 、 複

数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， ２ ５ ｄ ， … の そ れ ぞ れ の 全 体 が 、 ま な 板 部 １ の 搭

載 面 に 設 け ら れ た 複 数 の 溝 の 間 に 収 納 さ れ る よ う に し て お け ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例

に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 収 納 時 や 梱 包 ・ 運 搬 時 の 全 体 の 大 き さ を コ ン パ ク ト に で き る

と 同 時 に 、 運 搬 時 の 振 動 に よ る 音 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る と い う 有 利 な 効 果 を 奏 す

る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 《 第 ２ の 実 施 形 態 》

　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー は 、 ス ラ イ ス 幅 毎 に 平 行 に 配 置 さ れ

た 複 数 の 溝 を 有 し 、 被 加 工 物 ３ を 搭 載 す る ま な 板 部 （ 俎 板 部 ） １ と 、 そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド

の 刃 先 を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 向 け 、 少 な く と も そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 刃 先 が 複 数

の 溝 に そ れ ぞ れ 挿 入 可 能 な よ う に 平 行 に 配 置 さ れ 、 上 方 に 位 置 す る ブ レ ー ド の 刃 先 と 隣 接

す る 他 の （ 下 方 に 位 置 す る ） ブ レ ー ド の 峰 と の 間 に ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ が 存 在 す る よ

う な 関 係 で 、 そ れ ぞ れ 配 列 さ れ た 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ を

有 す る カ ッ タ ー 部 ２ と を 備 え る 点 で は 、 第 １ の 実 施 形 態 及 び そ の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス

ラ イ サ ー と 同 様 で あ る 。 し か し な が ら 、 図 １ ５ ～ 図 １ ７ に 示 す と お り 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 移

動 さ せ る た め の 加 圧 補 助 手 段 を 構 成 す る 第 １ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ａ 及 び 第 ２ の 加 圧 プ レ ー

ト ２ ９ ｂ が 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ か ら 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ に 向 か う 方 向 と 直 交 す る 方 向 に

設 け ら れ て い る 点 が 、 第 １ の 実 施 形 態 及 び そ の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と は 、 異

な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 １ ５ ～ 図 １ ７ は 、 ス ラ イ ス 加 工 完 了 後 に カ ッ タ ー 部 ２ が 一 番 下 の 位 置 ま で 押 し 下 げ ら

れ た 状 態 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 全 景 の 模 式 図 の 一 例 で あ る 。 図 １

５ は 、 図 １ ６ に 示 し た 正 面 か ら 見 た 全 体 図 の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 で あ り 、 第 ２ の ガ イ ド

棒 １ ２ ｂ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ に 誘 導 さ れ る 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ 側 の 図 の

み が 示 さ れ て い る が 、 図 １ ６ の 正 面 か ら 見 た 全 体 図 か ら は 、 互 い に 平 行 な 第 １ の ガ イ ド 棒

１ ２ ａ と 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ と が 、 対 を な し て 、 そ れ ぞ れ 底 板 １ １ に 垂 直 方 向 に 設 け ら

れ 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ が 第 １ の ブ レ ー

ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ の 上 部 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ を 通 す 貫 通 穴 が 設 け ら れ た 第

２ の フ ッ ク ２ １ ｂ が 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 上 部 に 接 続 さ れ て い る こ と が 分 か る

が 、 第 １ の 実 施 形 態 及 び そ の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と は 異 な り 第 １ の フ ッ ク ２

１ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の そ れ ぞ れ に は 、 加 圧 プ レ ー ト が 存 在 し な い 。 そ の 代 わ り 、

ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印 加 し て カ ッ タ ー 部 ２ を 鉛 直 方 向 に 押 し 下 げ る た め の 第 １ の 加 圧 プ レ ー

ト ２ ９ ａ が 前 板 ２ ６ ａ に 溶 接 、 蝋 付 け 、 焼 き ば め 、 ネ ジ 止 め 、 若 し く は 鋳 造 等 に よ る 一 体

成 形 等 に よ り 接 続 さ れ 、 ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印 加 し て カ ッ タ ー 部 ２ を 鉛 直 方 向 に 押 し 下 げ る

た め の 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ｂ が 後 板 ２ ６ ｂ に 溶 接 、 蝋 付 け 、 焼 き ば め 、 ネ ジ 止 め 、 若

し く は 鋳 造 等 に よ る 一 体 成 形 等 に よ り 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】

　 即 ち 、 図 １ ７ の 上 面 か ら 見 た 全 体 図 か ら 分 か る よ う に 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 一 部 を 構 成 す る

第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の そ れ ぞ れ の 一 方 の 端 部

（ 図 １ ７ に お い て 下 側 の 端 部 ） は 前 板 ２ ６ ａ の 両 側 の 端 部 に 溶 接 、 蝋 付 け 、 焼 き ば め 、 若

し く は ネ ジ 止 め 等 に よ り 接 続 さ れ て い る が 、 こ の 前 板 ２ ６ ａ の 中 央 部 に お い て 、 矩 形 の 第

１ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ａ が 長 手 方 向 を 前 板 ２ ６ ａ に 直 交 す る 方 向 （ 図 １ ７ に お い て 下 方 向

） に 張 り 出 す よ う に 接 続 さ れ て い る 。 又 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ ー

ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の そ れ ぞ れ の 他 方 の 端 部 （ 図 １ ７ に お い て 上 側 の 端 部 ） は 後 板 ２ ６ ｂ の

両 側 の 端 部 に 溶 接 、 蝋 付 け 、 焼 き ば め 、 若 し く は ネ ジ 止 め 等 に よ り 接 続 さ れ て い る が 、 こ

の 後 板 ２ ６ ｂ の 中 央 部 に お い て 、 矩 形 の 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ｂ が 長 手 方 向 を 後 板 ２ ６

ｂ に 直 交 す る 方 向 （ 図 １ ７ に お い て 上 方 向 ） に 張 り 出 す よ う に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 １ ５ の 右 側 面 か ら 見 た 全 体 図 に は 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 上 部 に お い て 、

第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 一 方 の 端 部 の 上 部 （ 図 １ ５ に お い て 左 側 の 端 部 の 上 部 ）

が 前 板 ２ ６ ａ に 接 続 さ れ 、 こ の 前 板 ２ ６ ａ の 上 部 に お い て 、 矩 形 の 第 １ の 加 圧 プ レ ー ト ２

９ ａ が 長 手 方 向 を 前 板 ２ ６ ａ に 直 交 す る 方 向 （ 図 １ ５ に お い て 左 方 向 ） に 張 り 出 す よ う に

接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ の 他 方 の 端 部 の 上 部 （ 図 １ ５ に

お い て 上 側 の 端 部 の 上 部 ） が 後 板 ２ ６ ｂ に 接 続 さ れ て い る が 、 こ の 後 板 ２ ６ ｂ の 上 部 に お

い て 、 矩 形 の 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ｂ が 長 手 方 向 を 後 板 ２ ６ ｂ に 直 交 す る 方 向 （ 図 １ ５

に お い て 右 方 向 ） に 張 り 出 す よ う に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ ６ の 正 面 か ら 見 た 全 体 図 に は 、

カ ッ タ ー 部 ２ の 上 部 に お い て 、 前 板 ２ ６ ａ が 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ と 第 ２ の ブ レ

ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ に 挟 ま れ て お り 、 前 板 ２ ６ ａ の 両 端 が 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ

と 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ 、 こ の 前 板 ２ ６ ａ の 中 央 部 に 矩 形 の

第 １ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ａ が 接 続 さ れ て い る 状 態 が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 第 １ の 実 施 形 態 及 び そ の 変 形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と 同 様 に 、 第 １ の ブ レ ー ド 固

定 側 板 ２ ２ ａ 、 前 板 ２ ６ ａ 、 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ 及 び 後 板 ２ ６ ｂ で 構 成 さ れ る

矩 形 の 枠 組 み に よ っ て 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 上 部 は 機 械 的 強 度 を 維 持 し て い る 。 構 造 的 に は 、

第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ は 、 カ ッ タ ー 部 ２ の 上 部 に お い て 、 そ れ ぞ れ

こ の 矩 形 の 枠 組 み に 固 定 さ れ 、 更 に 、 第 １ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ａ 及 び 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト

２ ９ ｂ が 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ か ら 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ に 向 か う 方 向 と 直 交 す る 方 向 に そ

っ て 矩 形 の 枠 組 み に 固 定 さ れ て い る 。 第 １ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ａ 及 び 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト

２ ９ ｂ に 、 そ れ ぞ れ 、 例 え ば 、 マ グ ネ ス ・ テ イ ラ ー 硬 度 計 を 用 い た 貫 入 試 験 に よ っ て 得 ら

れ る 硬 度 が ２ ｋ ｇ 程 度 以 上 と な る リ ン ゴ 等 の 果 肉 硬 度 の 高 い 被 加 工 物 ３ を ス ラ イ ス 加 工 す

る に 必 要 な ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 印 加 し て 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 鉛 直 方 向 に 押 し 下 げ る こ と に よ り

、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ が 、 そ れ ぞ れ の 刃 先 線 を 水 平 方 向

に 維 持 し て 、 同 時 に 鉛 直 方 向 に 並 進 移 動 し 、 被 加 工 物 ３ を 互 い に 平 行 な 複 数 の ス ラ イ ス 片

に 分 離 す る よ う に 、 ス ラ イ ス 加 工 で き る 。 他 は 、 既 に 説 明 し た 第 １ の 実 施 形 態 及 び そ の 変

形 例 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー と 実 質 的 に 同 様 で あ る の で 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 １ ５ ～ 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 カ ッ タ ー 部 ２ を ス ラ イ ス 加 工 完 了 の 高 さ か ら 更 に 下 方 に

押 し 下 げ 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 全 体 が 、 台

座 １ ４ ａ と 台 座 １ ４ ｂ と の 間 、 台 座 １ ４ ｂ と 台 座 １ ４ ｃ と の 間 、 台 座 １ ４ ｃ と 台 座 １ ４ ｄ

と の 間 、 … （ 中 略 ） … 台 座 １ ４ ｇ と 台 座 １ ４ ｈ と の 間 に 位 置 す る よ う に し て お け ば 、 第 １

の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ａ 及 び 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ｂ が 、 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ か ら 第 ２ の

フ ッ ク ２ １ ｂ に 向 か う 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 設 け ら れ た ト ポ ロ ジ ー で あ っ て も 、 第 ２ の 実

施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 収 納 時 や 梱 包 ・ 運 搬 時 の 全 体 の 大 き さ を コ ン パ ク ト に

で き る と い う 有 利 な 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】
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　 （ そ の 他 の 実 施 の 形 態 ）

　 上 記 の よ う に 、 本 発 明 は 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 に よ っ て 記 載 し た が 、 こ の 開 示 の 一 部

を な す 論 述 及 び 図 面 は 本 発 明 を 限 定 す る も の で あ る と 理 解 す べ き で は な い 。 こ の 開 示 か ら

当 業 者 に は 様 々 な 代 替 実 施 の 形 態 、 実 施 例 及 び 運 用 技 術 が 明 ら か と な ろ う 。 例 え ば 、 既 に

述 べ た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 の 説 明 に お い て は 、 複 数 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５

ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の そ れ ぞ れ の 刃 先 が 両 刃 の 構 造 の 場 合 に つ い て 例 示 的 に 説 明 し た が 、 本 発

明 の 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の カ ッ タ ー 部 に 用 い る 複 数 の ブ レ ー ド の そ れ ぞ れ の 刃 先 の 構 造 は

、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 例 示 し た 構 造 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 図 １ ８ に 示

す と お り 、 片 刃 の 構 造 等 他 の 断 面 構 造 で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の カ ッ タ ー

部 を 構 成 す る 複 数 の 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ s ， ２ ５ ｂ s ， ２ ５ ｃ s ， … ， ２ ５ ｇ s の そ れ ぞ れ

の 一 端 は 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ に 固 定 さ れ て い る （ 図 示 を 省 略 し て い る が 、 複

数 の 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ s ， ２ ５ ｂ s ， ２ ５ ｃ s ， … ， ２ ５ ｇ s の そ れ ぞ れ の 他 端 は 、 図 ３

に 示 し た の と 同 様 に 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ に 対 向 す る 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板

に 固 定 さ れ て い る 。 ） 。 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ s の 刃 先 の 高 さ は 、

隣 接 す る 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｂ s の 峰 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 分 高 い 。 片 刃

の ブ レ ー ド ２ ５ ｂ s の 刃 先 の 高 さ は 、 隣 接 す る 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｃ s の 峰 の 高 さ よ り も ブ

レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 2 分 高 く 、 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｃ s の 刃 先 の 高 さ は 、 隣 接 す る 片 刃 の

ブ レ ー ド ２ ５ ｄ s の 峰 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 3 分 高 い 。 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５

ｄ s の 峰 の 高 さ は 、 隣 接 す る 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｅ s の 刃 先 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ

プ Δ Ｈ 3 分 低 い 。 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｅ s の 峰 の 高 さ は 、 隣 接 す る 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｆ s

の 刃 先 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 2 分 低 く 、 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｆ s の 峰 の 高 さ

は 、 隣 接 す る 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ｇ s の 刃 先 の 高 さ よ り も ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 分 低 い

。 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 図 １ ８ に お い て 、 Δ Ｈ 1 ＝ Δ Ｈ 2 ＝ Δ Ｈ 3 ＝ Δ Ｈ と し

て も よ く 、 Δ Ｈ 1 ， Δ Ｈ 2 ， Δ Ｈ 3 の 値 は そ れ ぞ れ 異 な っ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 １ ８ に 示 す よ う な 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ s ， ２ ５ ｂ s ， ２ ５ ｃ s ， … ， ２ ５ ｇ s で あ っ て

も 、 ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ Δ Ｈ 1 ， Δ Ｈ 2 ， Δ Ｈ 3 を ５ ～ ６ ｍ ｍ 程 度 、 即 ち ス ラ イ ス 幅 の ２ ５

％ ～ ５ ０ ％ 程 度 に 設 計 す る こ と に よ り 、 図 ９ に 示 し た の と 同 様 に 、 先 行 す る ブ レ ー ド の 刃

厚 に よ る ス ラ イ ス 方 向 に 垂 直 方 向 の 応 力 が 働 い た 後 に 、 隣 接 す る 次 の ブ レ ー ド の 刃 先 が 入

っ て い く よ う に な る の で 、 小 さ な ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ に よ り 、 簡 単 に ス ラ イ ス 加 工 が 可 能 に な

る 。 よ っ て 、 リ ン ゴ 等 の 果 肉 硬 度 の 高 い 被 加 工 物 で あ っ て も 、 カ ッ タ ー 部 ２ を ま な 板 部 １

の 搭 載 面 の 方 向 に 向 け て 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 過 度 な ス ラ イ ス 圧 力 を 必 要 と せ ず 、 １ 回

の 単 純 な 加 圧 作 業 で 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 し て い る 複 数 の 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ s ， ２ ５

ｂ s ， ２ ５ ｃ s ， … ， ２ ５ ｇ s に よ っ て 、 被 加 工 物 ３ か ら の 応 力 を 緩 和 し な が ら 、 被 加 工 物

３ を ス ラ イ ス す る こ と が で き る の で 、 ス ラ イ ス 圧 力 Ｐ を 低 減 す る こ と が 可 能 に な る 。 被 加

工 物 ３ か ら の 応 力 が 緩 和 さ れ る の で 、 片 刃 の ブ レ ー ド ２ ５ ａ s ， ２ ５ ｂ s ， ２ ５ ｃ s ， … ，

２ ５ ｇ s の 曲 が り 等 の 損 傷 も 抑 制 で き 、 製 品 寿 命 を 長 く す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 又 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ａ 、 前 板 ２ ６ ａ 、 第 ２

の ブ レ ー ド 固 定 側 板 ２ ２ ｂ 及 び 後 板 ２ ６ ｂ で ブ レ ー ド 保 持 手 段 が 構 成 さ れ る こ と を 説 明 し

た が 、 ブ レ ー ド 保 持 手 段 は 矩 形 で あ る 必 要 は な く 、 ６ 角 形 、 ８ 角 形 、 円 形 等 の 枠 組 み で ブ

レ ー ド 保 持 手 段 を 構 成 し て も よ い 。 特 に 、 被 加 工 物 ３ が リ ン ゴ の よ う な 、 ほ ぼ 球 形 の ３ 次

元 形 状 で あ れ ば 、 ブ レ ー ド 保 持 手 段 を 、 球 の 赤 道 面 を 切 る 断 面 の 径 よ り も 大 き な 直 径 を 有

す る 円 形 等 の 枠 組 み で 構 成 し 、 そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド の 長 さ （ 刃 渡 り ） も 、 枠 組 み の 上 面 図

に 合 わ せ て 、 適 宜 調 整 し て 、 異 な る 長 さ を 有 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 移 動 さ せ る た め の 加 圧 補 助 手 段 を 構 成 す る 第 １ の

加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ａ 及 び 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト ２ ９ ｂ が 、 第 １ の 実 施 形 態 の 加 圧 補 助 手 段 を
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構 成 す る 第 １ の フ ッ ク ２ １ ａ 及 び 第 ２ の フ ッ ク ２ １ ｂ の 配 列 の 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 設 け

ら れ た ト ポ ロ ジ ー を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 加 圧 補 助 手 段 は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 第 ２ の 実 施

形 態 と を 組 み 合 わ せ て 、 十 字 型 の ト ポ ロ ジ ー に し て も 構 わ な い し 、 加 圧 プ レ ー ト が １ 個 又

は ３ 個 等 他 の 個 数 で も 構 わ な い 。 更 に 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 す る ブ レ ー ド 保 持 手 段 の 周 り

を ベ ル ト 状 に 囲 む リ ン グ で 構 成 し て も よ い 。 い ず れ に せ よ 、 カ ッ タ ー 部 ２ を 構 成 す る ブ レ

ー ド 保 持 手 段 を ま な 板 部 １ の 搭 載 面 の 方 向 に 向 け ス ラ イ ス 圧 力 の 印 加 方 向 を 規 定 し て ブ レ

ー ド 保 持 手 段 の 移 動 を 補 助 す る 機 能 、 若 し く は こ れ に 均 等 な 機 能 を 持 て ば 、 加 圧 補 助 手 段

と し て 、 種 々 の 構 造 や ト ポ ロ ジ ー が 採 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 更 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の ガ イ ド 棒 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の ガ イ ド 棒 １ ２ ｂ

の ２ 本 の ガ イ ド 棒 で 、 加 圧 補 助 手 段 の 移 動 方 向 を 誘 導 す る 「 移 動 方 向 誘 導 手 段 」 の 構 造 を

例 示 し た が 、 移 動 方 向 誘 導 手 段 と し て の ガ イ ド 棒 は 、 １ 本 で も 、 ３ 本 で も よ く 、 移 動 方 向

誘 導 手 段 と し て は 棒 状 の 構 造 だ け に 限 定 さ れ ず 、 ア リ 溝 （ 蟻 溝 ） を 摺 動 す る 機 構 を 備 え た

よ う な 構 造 で も よ い 。 少 な く と も 、 加 圧 補 助 手 段 に 対 し 、 そ の 移 動 方 向 （ 押 し 下 げ 方 向 ）

を 一 定 方 法 に 正 確 且 つ 確 実 に 誘 導 で き る 機 能 や 機 構 を 有 す る 構 造 で あ れ ば 、 移 動 方 向 誘 導

手 段 の 構 造 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ２ ， 図 ３ （ ｂ ） ， 図 ８ ， 図 ９ ， 図 １ １ ， 図 １ ５ ， 図 １ ８ 等 で は 、 複 数 の ブ レ ー ド を 固

定 す る ブ レ ー ド 固 定 側 板 の 下 部 の 形 状 と し て 、 Ｖ 字 型 、 即 ち 、 先 端 部 を 切 り 欠 い た 下 向 き

の ２ 等 辺 三 角 形 の 形 状 を 例 示 し た が 、 ブ レ ー ド 固 定 側 板 の 下 部 の 形 状 は 例 示 し た Ｖ 字 型 の

構 造 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 被 加 工 物 が 大 根 や ゴ ボ ウ 等 の 長 手 方 向 に 長 い 、 長 尺 な 形

状 を 有 す る 場 合 は 、 ブ レ ー ド 固 定 側 板 の 下 部 の 形 状 が Ｖ 字 型 を 連 続 し た Ｗ 字 型 と し て 長 手

方 向 の ス パ ン を 確 保 し て も よ く 、 更 に 、 Ｖ 字 型 を ３ つ 以 上 連 続 し た 三 角 波 の 形 状 に し て 長

手 方 向 の ス パ ン を 延 長 し 、 ブ レ ー ド 固 定 側 板 に 固 定 さ れ る 複 数 の ブ レ ー ド の そ れ ぞ れ が 、

一 方 の （ 上 方 に 位 置 す る ） ブ レ ー ド 刃 先 と 、 隣 接 す る 他 方 （ 下 方 に 位 置 す る ） の ブ レ ー ド

の 峰 と の 間 に 、 ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ が 存 在 す る よ う な 関 係 で 配 列 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 上 記 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 複 数 の ブ レ ー ド が 同 時 に 鉛 直 方 向

に 並 進 移 動 す る 場 合 で 、 例 示 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 座 標 軸 を ９ ０ ° 回 転 し て 、 並 進

移 動 の 方 向 を 水 平 方 向 に 設 定 す る こ と 等 の 変 形 例 を 妨 げ る も の で は な い 。 家 庭 用 等 、 簡 易

な 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー の 態 様 で あ れ ば 、 一 般 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た よ

う な 、 複 数 の ブ レ ー ド が 同 時 に 鉛 直 方 向 に 並 進 移 動 す る 態 様 の 方 が 、 装 置 の 構 成 が 簡 潔 に

な り 、 人 力 の 印 加 も 容 易 に な る が 、 食 品 工 場 等 、 大 量 に 被 加 工 物 を 連 続 的 に ス ラ イ ス し 、

ス ラ イ ス 片 を 大 量 生 産 す る 場 合 は 、 ブ レ ー ド を 水 平 方 向 に 並 進 移 動 す る 態 様 の 方 が 便 利 な

場 合 も あ る （ こ の 場 合 は 、 被 加 工 物 を 搭 載 す る ま な 板 部 の 構 造 も 、 被 加 工 物 の 搬 送 系 に あ

わ せ て 適 宜 変 形 す る 必 要 が あ る し 、 カ ッ タ ー 部 の 駆 動 に 、 空 気 圧 や 油 圧 、 あ る い は 電 磁 力

等 の 人 力 以 外 の 手 段 を 用 い て も よ い 。 ） 。 複 数 の ブ レ ー ド を 同 時 に 水 平 方 向 に 並 進 移 動 す

る ト ポ ロ ジ ー で の 態 様 で あ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 等 で 説 明 し た 「 ス ラ イ ス 圧 力 」

等 は 水 平 方 向 に 定 義 さ れ る 圧 力 を 意 味 し 、 「 押 し 下 げ 」 は 、 水 平 方 向 の 移 動 を 意 味 す る こ

と に な る の は 勿 論 で あ る 。 同 様 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た 「 刃 先 の 高 さ 」 、

「 峰 の 高 さ 」 、 或 い は 「 刃 幅 方 向 」 等 も 水 平 方 向 に 定 義 さ れ る こ と も 当 然 で あ る 。 こ の よ

う に 、 本 発 明 の 複 数 の ブ レ ー ド の 「 並 進 移 動 の 方 向 」 は 、 使 用 の 態 様 に 応 じ て 、 任 意 に 設

定 可 能 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。 同 様 に 、 本 発 明 は こ こ で は 記 載 し て い な い 様 々 な 実 施

の 形 態 等 を 含 む こ と は 勿 論 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 上 記 の 説 明 か ら 妥

当 な 特 許 請 求 の 範 囲 に 係 る 発 明 特 定 事 項 に よ っ て の み 定 め ら れ る も の で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 １ … ま な 板 部 （ 俎 板 部 ）

　 １ １ … 底 板

　 １ ２ ａ … 第 １ の ガ イ ド 棒
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　 １ ２ ｂ … 第 ２ の ガ イ ド 棒

　 １ ３ … 懸 架 梁

　 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ， １ ４ ｃ ， … ， １ ４ ｈ … 台 座

　 ２ … カ ッ タ ー 部

　 ２ １ ａ … 第 １ の フ ッ ク

　 ２ １ ｂ … 第 ２ の フ ッ ク

　 ２ ２ ａ … 第 １ の ブ レ ー ド 固 定 側 板

　 ２ ２ ｂ … 第 ２ の ブ レ ー ド 固 定 側 板

　 ２ ５ ａ ～ ２ ５ ｇ ， ２ ５ ａ s ～ ２ ５ ｇ s … ブ レ ー ド

　 ２ ６ ａ … 前 板

　 ２ ６ ｂ … 後 板

　 ２ ７ ａ … 第 １ の 鞘 部

　 ２ ７ ｂ … 第 ２ の 鞘 部

　 ２ ９ ａ … 第 １ の 加 圧 プ レ ー ト

　 ２ ９ ｂ … 第 ２ の 加 圧 プ レ ー ト

　 ３ … 被 加 工 物

　 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ ， … ， ３ ｅ … ス ラ イ ス 片

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 過 度 な ス ラ イ ス 圧 力 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 被 加 工 物 を 、 互 い に 平 行 な 複 数 の ス ラ

イ ス 片 に 分 離 す る こ と が 可 能 な 、 並 列 一 括 ス ラ イ サ ー を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 ス ラ イ ス 幅 毎 に 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 の 溝 を 有 し 、 被 加 工 物 ３ を 搭 載 す る ま

な 板 部 １ と 、 ブ レ ー ド ２ ５ ａ ， ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ ， … ， ２ ５ ｇ の 刃 先 を ま な 板 部 １ の 方 向 に

向 け 、 ブ レ ー ド の 刃 先 が 溝 に そ れ ぞ れ 挿 入 可 能 な よ う に 平 行 に 配 置 さ れ 、 一 方 の ブ レ ー ド

の 刃 先 と 他 方 の ブ レ ー ド の 峰 と の 間 に ブ レ ー ド 間 ギ ャ ッ プ が 存 在 す る よ う な 関 係 で 、 そ れ

ぞ れ 配 列 さ れ た 複 数 の ブ レ ー ド を 有 す る カ ッ タ ー 部 ２ と を 備 え る 。 カ ッ タ ー 部 ２ を ま な 板

部 １ の 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 、 複 数 の ブ レ ー ド を 同 時 に 並 進 移 動 し 、 ま な 板 部 １ に 搭

載 さ れ た 被 加 工 物 ３ を 、 複 数 の 平 行 な ス ラ イ ス 片 に 分 離 す る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ６ 】



(25) JP  5095001  B1  2012.12.12

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(56)参考文献　特開昭５５－０９６２９８（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平０８－２１５０７７（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特表２０１０－５１７７９６（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平０５－０６９３８４（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００６－３４６４１６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｂ２６Ｄ　　　３／２６－３／２８　　　　

　　　　　　　Ａ４７Ｊ　　４３／２０　　　　


	bibliographic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

